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本報告書は，現状変更による緊急調査二件を含む第28次から第31次までの謝従事ii*をまとめたも

のである。

今年度の調査のうち第29・31次調査は，住宅改築による緊急調査であったが.いずれも結果的に

は多大な成果を得ることができた。

第29次調査は築地が検出され これまで推定の域を出なかった南外郭線の東部があき らかにされ

た。また第31次調査では，外郭線においてのみ検出されていた築地が予期しなかった内城北部で発

見されたことは大きな成果であったと同時に，今後の調査方針に諜題を投げかけた調査とも言える。

なお昭和54年度第26次調査採取の花粉の分析結果を本書に掲載することができた。ご多忙のとこ

ろ採取 ・分析そしてご執筆いただいた宮城県農業短期大学の日比野紘一郎先生には深〈感謝の定、を

表するものである。

また文末に収録した「秋田城関係文献目録」は，これまで秋田城研究において切望されていた

録である。今後，広〈ご活用いただき より 一層の成果をあげられることを期待するものである。

本書を刊行するにあたり ，常日頃ご指導，ご助言をいただいている文化庁，宮城県東北歴史資料

館，同多賀城跡調査研究所，秋田県教育委員会文化諜.並びに地元作業員の方々に深〈謝意を表す

と同時に今後の調査研究にご活用いただければ幸いである。

昭和56年 3

秋田市教育委只云

教育長佐藤博之
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I 調査の計画

昭和55年度の発掘調査は，内城地域究明の第一歩として護国神社本殿西部と50年度から継続調

を実施してきた鵜ノ木地区中央部のニヶ所を設定した。

発掘事業費は，総事業費1，300万円のっち国庫補助額50%，県費負担額25%，市負1"1I似25%である。

調査計画は次のように立案した(表 1)。

調査次数

第 28 次

第 29 次

表 1 発掘調査計四

護国神社本殿北西部 (内城地

鵜ノ木地区中央部

発掘聞手古川(坪)

523m' (158) 

1，210m' (366) 6月15日-10月31日

しかし年度内に入って住宅改築による現状変更申請が二件あり，いずれも調査終了後の結果によ

って処理する旨通知があったので急拠二件の緊急調査を計画に組み入れた。

第28次調査は，昭和34年-37年に実施された国営発掘調査の検出遺構と関連させる意味から一部

重複させ地区設定を行った。その結果調査地の北側半分は，後世の畑，旧招魂社参道，土取り等で

削平されており遺構はほとんど検出できなかった。第29次調査は，住宅改築に伴う緊急調査である。

検出遺構は築地と溝状遺構であるが，これまで不明確であった南外郭線の東部が確認されたことは

大きな成果であった。

第30次調査の鵜ノ木地区は，過去5年間継続調査が実施されており，特に大規模な掘立柱建物跡

群が検出されている点で注目される。調査地は同地区の最も高所に位置し，これまでも国営調査に

おいて数棟の建物跡が検出されている。調査の結果は，新たに数棟の建物と竪穴住居跡が検出され，

それぞれ数時期の変遷があることが判明した。しかし同地区調査の最大の課題である官街，寺院跡、

等性格について積極的に言及できる成果は得られなかった。第31次調査は護国神社参能所改築に伴

う緊急調査である。調査地は，隣接する護国会館建設の際造成されているにもかかわらず， トレン

チの東側において築地と溝状遺構が検出された。築地遺構はこれまで外郭線においてのみ検出され

ており ，今次のょっに外郭推定線以外の地区で築地が確認されたことは大き な成果であった。

昭和55年度の発掘調査は次のとおりである (表 2)。

表2 調査実施状況

調査次数 調 査 1也 区 発掘面積m'(坪) 調査実施ltfl間

第 28 次 誕国神社本殿西部 (内城地区) 1，008m' (305) 4月7日-6月4日

第 29 次 大小路東部(現状変更による緊急調査) 53m' ( 16) 6月5日-6月18日

第 30 次 総ノ木地区中央部 1，780m' (539) 6月16日-10月24日

第 31 次 謎国神社東部(現状変更による緊急調査) 102m' ( 31) 7月29日-8月12日

なお各次調査の出土造物は年間を通して整理作業を行っ た。
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11 第 28次発掘調査

1) 調 査経過

第28次調査は，秋田市寺内字大畑の護国神社境内を対象に 4月7日から 6月4日まで実施し，発

掘面積は約1，008m!(約305坪)である。

調査地は，護国神社本殿の西側に位置する平担地であり，西方は比高にして約10m下に旧国道が

通っている。また，調査地には，北西方向に，招魂社当時旧国道から登ってきていた参道の痕跡が

認められる。

調査地一帯は，昭和34年から37年までの国営調査では推定内城跡の一部とされている地域に当り，

隣接する北側で東西に走る土塁跡，南側では建物跡が検出きれている。以上のことをふまえて，今

次調査では主に建物跡の検出を主目的に調査を実施した。その結果，当初設定した調査区内の北側

では広範囲に地山砂層を貫き ローム直上に至る新しい土取りがなされ，その後に大規模な盛土をし

て整地していることが判明し，土取りのなされていない地区の地山砂層面で浅い落ち込み，土取り穴，

またローム直上面で小ピット群が検出された程度であった。以上のことからさらに継続して南側に

調査区を拡大し， 一部国営調査の範囲を含めて調査を実施した。結果，国営調査時に検出した建物

跡の一部と土取り穴，さらに地山砂層面でピット群を検出した。

調査は，4月7日から開始し， ?HIJ量基準点No.lOより原点を移動し， x = -91. 191 m， Y = 115 . 106 

m ， H = 48. 241 mに発概基準点を設定した。

4月8日，飛砂が深いためパックホーにより， 70cm-80cm程除去する。並行して遺構面の深いこと

が予想されるとともに，東側が道路で危険なため道路沿いにフェンスを張りめぐらす。4月9日に

グリ ッドを設定し，翌10日から発掘作業に入る。PNライ ンに土層観察ベル トを残し，北半分のR

-PRー31-33大グリ ッドから除去作業を進め，順次南側に移動してゆく 。随時精査を行い，取

初に北西に通っていた旧道路(招魂社当時の参道)の全容を把握し，完掘する。また，この段階で

広範囲に土盛りされていることが判明する。東側に 3mグリ ッドを拡張する (16日)04月17日から

は，土感りされた黒色砂，汚れた褐色砂を新しい順に西から東へ除去してゆく 。その結果，盛土は

いずれもローム直上の黒色土面で止っていることから，この黒色土まで土取りされていることが判

明する (23日)04月24日から南側P1 -P M-30-33大グリ ッドの調査に移り ，北側同様に蟻土を

除去して黒色土面まで掘り下げ、る。P1 -P K-30-34グリ ッドは土取りによる撹乱が入っておら

ず表土から深いところで70cmで地山砂に至 り，北東に傾斜していることが判明する。この段階でー

取りの全容が明らかになり ，南北約21m，東西約20m以上の範囲で 「コ」の字型を呈することが判

明する。PNラインの土層断面図をifliJり， 一部ベルトを取りはずす。4月25日から 4月30日までは，

P 1 -P L-30-34グリッドの精査を行い，西 ・南側で碍認していた地山砂を追求し，北東部の…

色砂， 褐色砂を除去して地山砂層をあ らわしてゆく 。同時に南西隅の地区で落ち込みを儲認，追ょ
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した結果これまで秋田城跡で検出きれているものと同様の土取り穴と判明し掘りあげる。並行して

4月30日からは，土取りされているPM -P S -30-37グリ ッドの精査に入り ，黒色土面を恭IJ~、で

ローム面をあらわす。黒色土内には染付等が混入し， P M . N -33-35では畑の 「畝」が検出され，

この黒色土はある時期の旧表土と考えられる。 5月1日以降ローム層の精査を行い，小ピ ットが多

数検出される。埋土には黒色土や撹乱の砂が入リ ，染付などが出土することから近世頃のものと思

われる。5月6日から13日までは，再度PR -P S -31， 32グリ ッドの黒色砂を除去し，地山砂を

表しはほ円形の落ち込み (SX478)を検出し完掘する。南壁際の埋土から亦褐色土器杯が多数出

土する。並行して南に 3m松拡張し，土取リ穴を追跡し完掘する。また PNラインの残りのベルトを

取りはずす。5月14日には全体を精査し，写真蝿影を行う。写真終了後に西.北，東壁の土層断面

図を作成する。5月16日に遺り方を設定し， 17日まで平面実iWJを行う 。18日からは調査区の一部埋

め戻しを開始する。5月21日には， さらに南側に調査範囲を延長することとしグリ ッドを設定する。

グリ ッドは現不正の地形を考慮し，平行四辺形状に PA -P G -24 -31まで設定し， 翌22日から表土

除去作業に入る。PP -P G-26-31グリ ンドは表土からがJ30cm位で地山砂層に至リ， PA-PC 

-24-29では凶営調1tのトレンチが検出されiJff1リ下げて行く 。5月23日には地山砂層l白ーの精査て‘新

たに PGライ ンに 111，，¥2 mの東西にのびるトレンチを検出して完搬する。これら国営調査のトレンチ

は地山砂層から約 1mのローム層まで明り込んでいることが28日までに判明する。その結果:南WIJの

トレ ンチて・建物跡の一部ihllリブ'J.を確認し完J屈する。掘り方は形状が不特で重複が認められるものも

あリ ，また，非常に浅く上層から侃リ込まれていた可能性もある。さらに国営調査H寺には未調査の

土取り火を雌認し完iJtllする。これらと並行して29日から P0 -P F-27-30の地山砂層而の粕-fit-

古IS南側の褐色砂をir:11t)下げJ也山砂をあらわし，全体を精査した結保，大小のヒ ットが検出されぬi
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第 4図 第28次調査検出遺構Ii'

。/寸
第5図 昭和34-37年国営発掘調査検出遺構い
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-
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ゴ
りあげたところ埋土の状況，出土造物から近世頃のものと思われる。30，31日には P0， PAライ

ン，さらに西壁の写真撮影，土層断面図を作成する。 6月2日には全景，部分写真撮影を実施し，

遺り方設定後に平面笑?jllJを開始する。4日まで平面図，レベル実iRIJなどの作業を終了し，その後現

場移動作業を行い全調査を完了する。

2) 検出遺構と出土遺物

- 5-



第28次調査地区は，北側では近世頃の土取り ，耕作，南側には国営調査のトレンチが確認された。

検出された遺構は，中世~近世頃の小ピット群，国営調査で発掘した建物跡，ローム採掘の土取り

穴，不明落ち込みなどである。

58017 A・B建物跡 (第4図)

S B017 A・B建物跡共に国営調査で検出きれているもので，今次調査ではその一部を再発掘した。

玉|営発掘調査では，上 ・下層に 3棟の建物跡を検出し，それぞれI.II'I1I建物跡としている。 S

B017 Aは1，S B 017 Bはm，建物跡に対比できると思われる。

SB017A，すなわち国営調査でI建物跡としたものは梁行2間×桁行6聞の東西棟の建物跡であ

り，今次調査では北桁西から 3個，南桁西から 3・4個自の掘り方を検出した。掘り方は，隅丸方

形，不整方形を呈しており，大きさは約 1m-1.2m前後，深きは約25cm程のものが多い。桁行の

柱間寸法は柱痕が認められないことから掘り方中心部から計測すると大体3m等間のようである。

直|営調査では梁行2問としているが，今次調査では梁の中柱は確認できなかった。掘り方は一部

複も認められ，あるいは上層で検出されたII建物跡の一部と思われる。また，一部の掘り方には小

トレンチを切っている。

S B017 B建物跡は，国営調査では上層で検出されたもので凹建物跡としたものと考えられる。梁

行 2問×桁行5聞の総柱東西棟の建物跡であり，今次調査では，西側 6個の掘り方が検出された。

上層で検出された建物跡であるため掘り方の遺存は悪<，若干小きめになっていると思われ，掘り

方規模は径40cm-80cm，深さ約20cm-30cmとぱらつきがある。柱問寸法は柱痕が認められないこと

から明確で・ないが，掘り方中心で計測すると桁行は約 3m等間，梁行は約 3m 60cm等間になる可能

性がある。

5 X478不明落ち込み (第3図，図版 2) 

北側に緩〈傾斜する地山砂層面で検出した。平面形は東西約6m，南北約6mの不整円形を呈し，

陪はゆるやかに傾斜して底部に至る。底部は鍋底状をなし深きは約40cm松である。埋土は全体に茶

褐色砂が主体で，上部に若干黒褐色砂が堆積している。南壁際からは10数点の赤褐色土器杯が出土

している。本遺構を確認した当初は住居跡とも考えられたが，形状， 壁の状態，カマドが認められ

ないことなどから住居跡とは考えにくく，不明の落ち込みとしてあつかった。

5 X478不明落ち込み出土遺物

赤褐色土器 (第6， 7図，図版22)

杯 :いずれも底部切り離しは回転糸切りてい再調整のない杯である。24，28-41， 43はいずれも比

較的器高が低<，口径 1に対する底径比が0.5以下で皿形を呈する。胎土中には砂粒を含み，色調

は灰白色，亦樟色を呈し，比較的軟弱である。32，35， 36の体部には，輪頼み (巻き上げ)痕と考

えられる粘土紐痕跡がみられる a

皿 :42は底部切り離しが回転糸切りてV 再調整はない。色調は貰灰白色を呈し，胎土中に小礁を

- 6 -
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1 -23， 25， 26， 27 盛土接地層出土

24， 28-38 SX478出十 第 6図 第28次調査出土土器
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39( 1 -915) 40( 1 -916) 41(1-917) 
42( 1 -918) 

ミ主J
44( 1 -920) 

47( 1 -923) 
46( 1 -922) 

51( 1-927) 

50( 1 -926) 

48( 1 -924) 29-27 
49( 1 -925) 第7図 第28次調査出土造物 48-51 雌土，整地層出

含んでいる。粘土紐輪積み (巻き上げ)痕跡がみられる。

台付坪:45は底部切り離し不明である。高台を貼り付けた後に周縁にナデを施している。46，47 

の底部切り縦しは回転糸切りである。高台を貼り付けた後，中心を除き周縁にナデを施している。

いずれも色調は黄灰白色を呈し，焼成は良好である。

5 K 479， 480土取り穴 (第3，4図，図版 2，3) 

調査区の二ヶ所で検出した。SK479は地山砂層面で検出したが， S K480は国営調査の段階で地

山砂が取りきられており， 黒色粘質土面で検出されたが，本土取り穴については国営調査では未調

である。

これらの土取り穴は，径1.7m-2.2mほどの土墳が複雑に重複したもので，北東部から南側に漸次

掘り進んでおり ，深さも深くなって行く 。これは掘削後の足場を考慮、したものと思われる。各壁面，

底部には鋤先など掘削工具と考えられる痕跡が認められる。埋土は，S K479， 480とも仁同様で，

赤 ・賞褐色砂が主であり ，赤 ・賞 ・黒色粘土フーロックが混入しており，特に黒色粘土7-ロックは下

に多く含まれている。

5 A476小ピット群 (第3図)

A476小ピット群は近世頃の土取り，耕作がなされた範囲のローム面で検出きれた。ローム面の

部は約15cm-20cm程旧表土と思われる黒色土が堆積している。これらの小ピット群は，いずれも

径20cm-40cm，深さ20cm-30cm程で黒色土や褐色砂が埋土である。埋土内から染付片が出土するピ

ットもあることからこれらの小ピット群は近世頃のものと思われる。

- 8 ー
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5 A477小ピット群 (第4図，図版 2) 

地山砂層面で大小多数のピットが検出された。大きなものは径 1m-1.5m，深さは約30cm程あ

るが，総じて径約40cm，深さ約30-35cm内外のものが多い。埋土はいずれも褐色砂が入っている。

3ヶ所のピット内から究永通宝などの古銭が出土しており，近世頃のピ y ト群と思われる。

3) 各層出土遺物

調査区内の層序は，北部上層が招魂社当時の旧道路や，近世以降の盛土などの撹乱によって明確

には把握できない。基本的には地山砂層上の褐色砂や暗褐色砂，黒色土に大別される。

造物は撹百し層である盛土内や整地層から土帥器坪 ・襲，須忠器土不 ・葉 ・短顎壷，赤褐色土器坪，

鉄斧，砥石，土錘， 瓦，:t専等が出土している。

各層，撹乱盛土内出土遺物

土師器 (第 8図，図版21，22) 

聾:いずれも小破片である。 1， 2ともに表面には花文状の叩き， 裏面には同心円状のアテ板痕

がみられる。赤褐色を呈し焼成は良好である。

須恵器 (第 6図，図版21，22) 

杯 1，4 -6， 8， 9， 10， 15-18は底部切り離しが回転へラ切りで， 15， 18を除き再調整はみら

れない。12は回転糸切りで再調整のない郎である。1，4， 8， 12， 18の口縁部には重ね焼き痕跡が

認められる。15は底部の中心部を残してナデを施し，18は底部全体にナデを施している。色調はい

ずれも類似し，灰白色，暗灰青色を呈している。

台付坪 :7は復原口径22cm，器高 7.5cmを計る。底部切り離しは回転へラ切 りで，高台を貼り付

けた後，中心部を残してナデを施している。10は回転へラ切りによる底部切り離しで，高台を貼り

付けた後，周縁にナデを施している。さらに体部外面中央部に取っ手を貼り付けた後，接合部周縁，

取っ手部分を削っている。19，21， 23は回転へラ切りによる底部切り離しで，いずれも高台を貼り

付けた後周縁にナデを施している。

蓋:2， 3， 14は回転へラ切りによる切り離しで， 13は切り離し不明である。2は偏平で中央が

擬宝珠状に盛上がる紐， 3， 13， 14は偏平な紐をもっ。 2， 3はへラ切り後鈍周辺にナデを施して

いる。一方，13， 14は紐周辺に回転へラケズリを施している。とくに14は内面に墨が付着しており，

硯に転用されたと考えられる。

短頚蔓:体部外面の頭部より約 1cmの部分，また肩部分に二条をー単位とする平行沈線を，また

胴部下半から左上がりに下から上にかけての手持ちへラケズリを施している。焼成は良好で暗灰

色を呈し，胎土中に砂礎を多く含んでいる。

赤褐色土器 (第 6図，図版22，25) 

杯 :口径10.8cm，器高 4.2cmを計る。底部切り 離しは回転糸切りで，体部下端から底部にかけて，

幅約 6mmの回転へラケズリが施されている。体部下端からわずかに内反りぎみに立ち上がり口縁部

- 11-
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にいたる。色調は赤褐色を呈し，休部内面には

油煙状の付・着物がみられる。これは赤褐色土器

Bタイフ。に属する。

.----.6 ( 1 -933) 墨書土器 (第10図，図版23)

/ 牟 ¥ 須恵器が8点 (杯7点，蓋 l点)，うち糸切り

¥ ) 2点，へラ切り 6点である。赤褐色土器が4点

¥ー/ で，いずれも杯である。墨書部位は底部外面が

11点，体部外面がl点である。墨書の内容とし

ては「牛Jr宙」などがある。記む 鉄製品 (第7図，図版23)

48は現存長約9.0cm，I幅約2.8cmを計る鉄斧で
( 1 -935) 

ある。鋳化が著しし 。

土製品 (第7図，図版23)

49は胎土中に小礁を含み，焼成は良好である。

文さ約 6cmを計る。

石製品 (第7図，図版23)

50は四面使用の携帯用砥石である。擦痕が多

数みられる。石質は凝灰岩。51は五面使用の砥

石である。全面に無数の擦痕がみられる。石質

は不明である。

瓦 (第8，9図，図版24，25) 

3， 4はいずれも軒丸瓦の破片で，15葉紺l弁

」
↑」
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一

Q
ーで

10CM 



表 3 墨書土器

遺物番号 器 種 切り離し(調整) 墨書部位 出土層遺構 思・""" 書 銘

1 (1-928) 須 恵器杯 回転へラ切り 底部外面 丈口

2 (1-929) 須恵 器杯 回転へラ切り 底部外面 盛 土 不明

3 (1-930) 須 恵器 I不 回転へラ切り 底部外面 盛 土 牛

4 (1-931) 須恵 器 t不 回転糸切り 底部外面 盛 土 不明

5 (1-932) 須 恵器台付杯 回転へラ切り 底部外面 不明

6 (1-933) 赤褐色土器杯 回転糸切り 底部外面 盛 土 牛

7 (1-934) 須 恵器 I不 回転糸切り 底部外面 盛 土 不明

8 (1-935) 赤褐色土器尽 回転糸切り 底部外面 盛 土 不明

9 (1-936) 須恵 器 蓋 回転へラ切り 天 井 音E 盛 土 不明

10(1-937) 須恵 器 I不 回転へラ切り 底部外面 盛 土 宙

11 (1-938) 赤褐色土器坪 回転糸切り 底部外面 盛 土 不明

12(1-939) 赤褐色土器 回転糸切り 底部外面 盛 土 「万申」か 「万甲J ? 

表 4 出土古銭 一 覧表

遺物番号 銭貨名 初鋳年 字体 出 土 地点 直径('%!) イ碕 考

1 (1-955) 富寿神宝 818年 (日本) 隷書 PRー34 盛土 23.7 皇朝十二銭

2 (1-956) 天聖元宝 1023年 (宋) 行書 PK-31 第3層褐色砂質土 25.2 

3 (1-957) 至和通宝 1054-1055年(宋) 措書 表 f采 24.7 

4 (1-958) 元豊通宝 1078年 (宋) 築書 S A477小ピット群 24.4 

5 (1-959) 寛永通宝 1636年 (日本) 指書 P F-27 地山砂層面 24.4 

6 (1-960) 究永通宝 1636年 (日本) H S A477小ピット群 24.1 

7 (1-961) 寛永通宝 1636年 (日本) H 表 採 22.8 

蓮華文である。 5は格子の大きな格子 目瓦である。 6， 7， 8は格子 目瓦で，比較的格子が小さな

ものである。 9は粘土紐巻き付けによる製法の丸瓦破片である。10，11， 12は一枚作りによる平瓦

である。10は灰白色， 11， 12は赤樟色を呈する。

埠 (第 9図，図版24，25) 

還元炎焼成による埼である。いずれも形態は条埼で，灰白色を呈 しやや軟質の焼き上がりである。

古銭 (第11図，図版26)

表採品， 盛土，S A477小ピット群などから計7枚の古銭が出土した。内訳は富寿神宝，天聖元宝，

至和通宝，元豊通宝各 1枚，寛永通宝 3枚である。

4) まとめ

第28次調査地の北側はローム上の黒色土面に至るまで土取りがなされ，その後大規模に盛土を行

- 13 -



い整地していることが判明している。さらに南側では国営発掘調査のトレンチが確認されている。

検出した主な遺構は，国営発掘調査で検出きれた建物跡の一部，不明の落ち込み，土取り穴，小ピッ

ト群などである。小ピット群は埋土の状況，出土遺物などから近世頃の遺構と思われる。ここでは

取りと盛土が行われた時期と国営発掘調査検出の建物跡について若干まとめてみたし 。

1.土取り，盛土の時期について

地山砂からローム上の黒色土まで土取りを行い，その後に蟻土がなされている北側地域について

は土取りの時期は明確でないが，盛土の時期についてはある程度推測できる。それは，明治元年に

秋田藩主，佐竹義実が戊辰の役後に藩士はじめ諸藩の戦死者の霊を弔慰するためこの地に招魂社を

営築することにし着手している。 この時， 久保田， 土崎の人々が群集して土砂を運搬したことカ'

r土III奇港町史J (市土崎出張所， S 16年12月15日)に記されている。土砂を運んだ地域は明確で・ない

が，かなり大規模だ.っ たらしいことがつかがえる。今次調査地では盛土を切ってつくられている招

魂社当時の参道が検出きれていることから考えると，盛土はほほ招魂社営築の際のものとみてきし

っかえないと思われる。すなわち明治元年に土取りされていたこの地に土盛りし，その後で参道を

つく ったものであろう 。そうすれば土盛り以前の土取りは明治元年以前には行われていたことにな

り，ローム上で検出された小ピット群中から出土した染付片などから近世頃の所業と考えられる。

2.国営発掘調査検出の建物跡について

玉l営発掘調査概報によるとこの地域は昭和34年から37年までの4次にわたる調査で明確にされて

いる。それによると建物跡は表土から1.3mの面で2棟，さらに50cm下層の黒褐色土層で1棟の計

3棟が検出され， 2 -3回の重複がなされていることが記きれており，下層の建物跡を 1，上層の

建物跡をそれぞれII，田建物跡としている。 I建物跡、は梁行2間×桁行6聞の東西棟で槻り方平面

形はほほ・1.2mの隅丸方形を呈し，深きは約25cm程である。II建物跡は梁行2間×桁行5聞の東

西棟で掘り方平面形は約 1m前後の隅丸方形で，深さは約20cm程である。田建物跡は梁行2問×桁

行4間の東西棟総柱の建物跡で掘り方平面形は，東西約70cmX南北約50cm程の隅丸方形が多く ，深

さは約12cm-13cmである。 1，II， rn建物跡ともに柱痕跡は認められていない。

今次調査では，国営発掘調査で下層基盤面としたローム直上の黒褐色土まで掘り下げ.精査した結

果 1，rn建物跡とされている一部を再発掘した。その結果I建物跡 (S B 017 A )は平面形，1栄き共

に国営発掘調査の所見とほぼ同規模であり .III建物跡(S B 017 B )は上層で確認されたものである

ことから若干規模が異なるようである。

最後に建物跡についてまとめてみたい。今次調査地，国営発掘調査トレンチの層序をみると表土

から約40cm-50cmで、きれいな賞白色の地山砂層に至る。国営発掘調査で黒褐色土基盤面とした上部

にもこの黄白色砂が認められる。昭和47年度以降の調査では地山砂下部における遺構が認められな

いことが判明している。また掘り方の平面規模が1m-1.2m前後のものは深さも 1m-1.2m前

後あり，柱痕跡も明瞭に認められるのが普通である。以上のことを考慮すると国営発掘調査で黒褐

- 14 -



色土基盤面で検出されたとされる I建物跡はさらに上層から掘り込まれた可能性があり，上層で検

出したとされるIII建物跡についても平面規模に比して非常に浅く，あるし、はさらに上層から掘り込

まれた可能性も考えられる。

I建物跡については，黒褐色土基盤面で検出されていること，またJ屈り方は平面J;Q院に比べ非常

に浅く ，柱痕跡がまったく認められていないことなどから建物跡として明確さを欠いた。今後の調

で再考を試みたい。

111 第 29次発掘調査

1) 調 査経過

第29次調査は，寺内字大小路で小橋隆一氏宅の住宅新築に伴つ事前調査として 6月5日から 6月

18日まで実施した。調査面積は53m2(16坪)である。

請地は住宅が現在使用中であり，また敷地内は造成時に削平を受けているということであった

が，その状況を把握するために家屋西側の一段低い畑地を調査地に選定した。なお当地は，南外郭

線の想定線上にあるが現状では遺構と考えられる痕跡はまったく認められていない。

畑地は現在耕作中であったが， 一部作物を移動し任意に 3本のトレンチを設定した (第13図)。第

一トレンチは幅2m，長さ13.5m，第二トレンチは幅 3m，長さ 6m，第三 トレンチはl脳1m， 

さ9mである。第一 トレンチ中央部では約30cm程の耕作土を除去した段階で，東西に走る構と築地

の崩壊土と考えられる賞褐色土に瓦混りの土層を検出した。またトレンチ南側は， 自然地形の沢筋
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と考えられるが，耕作土直下から掘り込まれた落ち込みがあり ，陶磁器類が多く投げ込まれていた。

家族の方は記憶になかったよつであるが，ごく最近のゴミ捨て場と考えられる。

第三トレンチは西側に整地層と考えられる比較的堅い賞褐色粘質土が認められた他は，耕作時の

撹苦しが激しく遺構は確認できなかった。そこで整地層を追跡するため第二 トレンチを掘り下げた結

果，南側で第一 トレンチで検出した東西に走る溝の延長と考えられる落ち込みを確認した。溝を掘

り上げ略図作成後， トレンチのほぼ全面で確認されていた黄褐色粘質土を掘り下げたところ北側で

は土手状の高まりが，中央部から南壁にかけては多量の瓦が確認された。また土手状の高まりの

側には，四ヶ所に柱間約 202mの掘り方が検出された。これらのことから賞褐色粘質土の高まりは

築地，そして瓦は築地から崩れ落ちた崩壊瓦であることが判明した。しかし築地の大部分は溝状遺

構によって切られており遺存状態は良くなし 。

なお畑地の調査終了後，一段高位にある住宅に接する小屋の後方を一部調査したが，現地表から

地山飛砂層まで撹乱を受けており遺構，遺物は検出できなかった。

J而実測の基本杭は，調IJ量原点Noo9 (X = -1140664 m . Y = -1880099m)より移動した。x=

-1700701m， Y =ー201.165mで、ある。

6月18日には埋め戻しを終え，調査を完了した。

2) 検出遺構と出土遺物

5 F481築地 (第13図，図版 5，6) 

第二 トレンチで検出した。はぽ東西方向に走り，秋田城外郭線南辺にあたる。築地本体は南側約

%をS0483溝状遺構によって破壊されており，明確な規模は不明である。しかし，寄柱はきわめて

良好な状態で築地内外にほぼ対に 4ヶ所柱穴が検出され，掘り方は径約40cm-60cm，深さ約20cm-

30cmを計り，地山飛砂層を掘り込んでいる。埋土は賞褐色粘質土で，柱痕の確認できるものもあり，

柱の径は約10cm-15cmを計る。寄柱の間尺は東西が心々で約202m，南北が約207mである。寄柱の

他に不規則な掘り方も検出された。

積土は賞褐色 ・赤褐色粘質土で旧表土である地山砂直上の赤褐色砂層に直接積み上げている。 1.:1

く版築が施され，造物は含まれない。

築地外側である南側には崩壊土が堆積し，崩壊瓦が多量に検出され，完形に近いものもあり，数

…については二次火熱を受け赤褐色に変色しているものも認められた。また，崩壊土内に焼土，炭

化材，炭化物も多く認められた。

5 F481築地崩壊土出土遺物

須恵、器裂 ・壷，瓦等が出土したが，須恵器については小破片であり図示しえなかった。

第一 トレンチ築地崩壊土より出土した須恵器台付郎については，その他の出土遺物の項で述べる。

瓦 (第14，15， 16図，図版26，27， 28， 29) 

瓦は第二 トレンチにおいて多量に検出された。出土状態はすべて小破片であったが，崩壊土の遺
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存状況が良好だったことと，調査面積が約 1坪であったことから坪当りの屋恨瓦数を計il1iJするため，

全出土瓦について接合を行った。その結果，約 1週間で完形および完形に近く復原できた瓦は平瓦

が46枚，丸瓦8枚であった。残りの接合不可能な少片については総重量を計iHlJし. 完形品数枚の‘U

均値で除法しおおよその枚数を算出した。ちなみに平瓦5枚の平均値は4.79kg，1L:tL 4枚の平均値

は2.95kgであった。これらより少片の総重量から換算された瓦の数量は平瓦が約17枚，丸瓦が約23

枚となる。したがって全出土数量は平瓦が約63枚，丸瓦が約31枚， のし瓦が約 4-5枚である。

築地の基底l隔が約 2mであることを考慮するならば， 築地の屋根は棟から軒先ま で最底 1mなけ

ればならない。したがって軒先から棟まで6枚の平瓦と4枚の丸瓦が必要である。本調査地の場メ

は，I幅約 3mのトレンチであるから軒先には平瓦が10枚並ぶ，すなわち築地の片屋根に要するILは

瓦が約60枚，丸瓦が約40枚ということになる。

以上の仮説と 比較して見ると，第29次調査出土瓦は丸瓦が若干少いものの，築地の屋恨の外側の

数量にはほ相当する。築地内側部分については，後世に削平を受けている上に現夜の耕作が地山飛

砂近くまで及んでいるため崩壊土はまったく検出されていない。

個々の瓦については，完形に近い平瓦 ・丸瓦のみ表 5の如く，成形， 整形，焼成等技法別に項

を設け検討を加えた。

、lλ ちしのすべてに共通する項目は，凹面の布，糸切り 痕が認められること，凸面は縄自の叩きの後，

スリ消し等の二次調整がまったく認められないことである。すなわち前者が認められるこ とに より，

平瓦はすべて粘土板作りであることが考えられる。中でも第14，15， 16図の 2，4， 5， 6は，側

面が瓦の弧に対して直角に近い角度で面取りされ，また 5を除く 4枚は他と比較して薄手でしかも，

には部分的にスリ消しが認められる点など共通性がある。特に 4については糸切り痕が瓦の長

軸に対してほぼ直交する方向を示すことも合わせ考えると桶巻作りの可能性が考えられることも指

摘しておきたい。

その他の瓦は布端が認められることや側面の面取り，糸切り痕等から粘土板一枚作りと考え られ

る(第15図3)。 糸切り痕は，広端を上にした場合，右上隅から糸が入る場合と左端から入るものがあ

る。しかし両者の相違は，その他の調整技法においては認められない。

凹面には しばしば模骨痕に似た板状の圧痕が認められるが，端から端ま で一直線に延びるものは

なく，長い場合で中部位まで確認できる。また板の巾も 1cm-4 cmで均一性がなく ，圧痕の状態も

一定でない。

丸瓦は無段(行基)有段 (玉縁付)両者が見られるが，形態以外の成形，調特技法においては同

ーである。すなわち円筒状模骨に粘土板を巻き，織を巻き付けた叩き板で叩き締める。はぼ全面に

およぶス リ消しは，侠骨を回転しながら行うが，縄目がすべて消える程深くまでは達していない。

分割は，あ らかじめ模骨に付設されている突帯による沈線に沿ってなされる。突帯による沈線の深

さは約 5mmである。
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DAKV29次崩壊土出土瓦

〈平 瓦〉

A 
凸面 凹 面 端 音~ 焼

縄ス 布 粘合 板 音Eス
糸切り 厚 き イ蔚 考

目リ せ 材 分リ 側縁の面取り
消

的消し の方向 広端部 狭端部 成叩し 端 土目 痕

1 。 。 四 ごとミ 2.5cm 2.3cm 旦

2 。 。 四 ごこミ 3.5 2 

3 。 回 乞=4 2 2.3 

4 。 。 匂 ヱミ 2.6 2 

5 。 。 不明 三=ュ 3 2.4 

6 。 。 匂 ヱミミ 2.8 2 

7 。 不明 三二ミ 2 2.5 lil! 

8 。 匂 z=ュ 2 不明

9 。 匂 ョ-ミ 2.3 不明

10 。 。 ℃ヲ ~ 2.8 2.2 

11 。 。 四 三=コ 2.8 2.6 

12 。 四 三コ 3.1 2.8 

13 。 四 タ-ミ 2.2 2.4 

14 。 匂 ~ 3 3.1 

15 。 。む ==こ7 2.1 1.8 4枚か?

16 。 。てヨ 三=ミ 1.3 2.1 !11 

17 。 。 回 ョ-ミ 2 1.8 里

18 。 。回 z==ミ 2.1 1.9 

19 。 。 回 ョ==ユ 2.7 2.2 

20 。 四 ョ==ュ 2.4 2.5 

21 。 四 5=ミミ 2.5 2 

22 。 。四 三ミコ 2.1 1.8 4枚づく り

23 。 匂 5ミミ 2.6 2.2 

24 。 。 '不明 フミ 2.9 2.2 盟

25 。 日 三=ミミ 2 2.2 

26 。 。匂 ミミ〉 2.1 2.2 4枚か?

27 。 。 四 z=ごミ 2.4 2 

28 。 四 ::::::=ユ 2.1 2.2 

29 。 。 四 三二ニミ 3.2 2.2 

30 。 匂 三=ミ 2.8 2.3 
」一
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〈平 瓦 〉

凸面 凹 面 端 音E
焼

縄 ス 布 粘合 板 音~ス
糸切り 厚 さ イ荷 考・

分リ目
消 せ 材 側縁の面取りj肖 の方向 広端部 狭端部 成日p し 端 土目 痕 的し

31 。 。 四 z==、 2.6cm 2 cm 

32 。 不明 三=コ 2.9 2.7 里

33 。 。臼 ==コ 1.9 不明 4枚か?

34 。 不明 二ミ 3 2 

35 。 。 回 ==コ 2.4 1.9 4*文か?

36 。 回 -ミ 2 2 盟

37 。 。回 =ミミ 1.3 2.1 

38 。 回 ニミ 2.3 2.2 

39 。 。 不明 ==ミ 1.9 2.7 

40 。 。 不明 ヱミ 2 2.1 里

41 。 回 ヱミ 2.2 2.3 毘

42 。 巴 三二ミ 2.7 1.8 

43 。 。 不明 z=コ 2 1.8 

44 。 不明 -ミ 2 2 盟

45 。 匂 ==ュ 2.2 2.7 

46 。 。 回 三二~ 2.3 2 

〈丸瓦〉

凸 面 凹 面
1a而，" 音E

焼
厚 き

縄目→スリ消し 粘土合せ目 スリ消し 糸切り痕 側縁面取り 広端部 狭端部
成

l 。 。 。 二二ミ 2.4cm 1.7cm 

2 。 。 二三ミ 2.1 1.6 

3 。 。 。 ==こB 2.3 1.7 

4 。 。 。 二ミヨ 2.3 2.1 

5 。 。 。 =こ3 2.4 2.6 箆

6 。 。 二二手 2.3 1.5 

7 。 。 ニミ 3 2.4 

8 。 。 二=::]. 3.1 1.5 

(注) 0平瓦の凹面の「布端」とは， 両側縁あるいはいずれかに.模骨に敷いた布の端が，痕跡として

認められるもの

o焼成の 「黒」と いうのは， 全体に黒色を呈し，全体に焼きの弱い軟質なもの
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一段丸瓦は完形品が認められず，また量的にきわめて少なく 10%にも満たなし 。

50482溝状遺構 (第13図，図版4) 

第一 ・二 トレンチで検出した。第一 トレ ンチ検出の溝状遺構は，I幅約1.1m-1.2m，深さ約80cm

で東西方向に走り，築地崩壊土を切っている。断面はほぼ rUJ字形を呈 し，埋土は賞褐色粘質

で，埋土内より瓦の小片が出土した。第二 トレンチ検出の溝状遺構は第一 トレンチ検出の溝状遺構

と接続するものであるが，南方に屈折する。

50482溝状遺構出土遺物

内黒土師器Jf，須恵器杯 ・裂，赤褐色土器I孔 瓦等が出土したが，小破片であリ図示しえなかっ

た。

50483溝状遺構 (第13図，図版 5) 

第二トレンチで検出した。築地本体を南側約%起掘り込んでいる。断面はゆるい rUJ字形を

し，幅は不明である。本遺構に付設するのかは明石在でないがピットが lヶ所線認された。SD482溝

状遺構と同様に東西方向に走る。東側つまり第一 トレンチにおいては地形が自然傾斜とともに地山

砂層が高くなり，後世に削平されて遺構は検出されなかった。なお，出土itt物はなかった。

3) その他の出土遺物 (第17図， 図版29)

第一 トレンチで， 1、10が第 2層， 2 -6が第 3層， 7が築地崩壊土， 9がf先高LJ習より各々出

した。8は表採である。

須恵器

7は台付何で¥底部切り離し回転へラ切り，

副台を貼り付けた後周縁部にナデを行ってし

る。内面に自然来lilが少々かかる。

赤褐色土器

1、2は底部切り離し回転糸切り ，無調室長

の血である。 1は底部を厚〈切り縦し，一

して台付-を思わせる形態である。 3-6は底

部切り離し回転糸切り，無調整の何である。

3は白紙ー部に， 5は内外面部分的に油煙状の

炭化物付着が認められる。

墨 書 土器

8は亦褐色土器I干の体部外聞に， 9は酸化

炎焼成による指鉢の体部外面にみられ，共に

判読不明である。

土製品
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10は土錘で，非常に硬質であり自然粕がかかる。

4) まとめ

第29次調査地では築地 ・溝状遺構が検出された。

南外郭線の西方については第13次調査で確認されているが，第10次調査で検出した東外郭線に継

続すべき東方部が未確認であった。その理由としては，南外郭想定線上の地形が凸凹であること，

毛地が比較的集中しており適当な調査地が見当らないことによるものであった。しかし今次の調本

では現状変更による緊急調査ではあったが，明確な築地遺構が検出され南外車[)線の位置が決定した。

検出された築地および溝状遺構(棚列状遺構)は，これまで数ヶ所において実施された他の外郭

線調査の検出遺構とほぼ同じ規模，共存関係が認められる。すなわち築地とそれを切る構状jfi隣，

そしてその埋土からは赤褐色土器が出土する。第IIトレンチ南側で検出された東西に走る溝状遺構

は，これまで一部外郭線の調査(第19次)で検出されている時期を異にする溝状遺構で，同 じくあ

る時期の外郭を構成する遺構と考えられる。

築地崩壊土からは焼瓦 ・焼土 ・炭化材が検出きれている。当初，これらの出土造物から判断して，

築地は火災により焼失 ・崩壊したものであると考えられた。しかしその後，復原した比の観察の結

果，火熱を受けた痕跡、の認められる瓦はごく数枚であることから，火災が築地崩壊の直接的要因で

あるかどうかは不明である。しかし上述したように火災と築地崩壊の時間的関係は把雌できないも

のの，焼土および炭化材と瓦は密着している部分があるところから，かなり近い時間を考えること

ができょう 。

W 第 30次発掘調査

1)調査経過

第30次調査は寺内字鵜ノ木地区を対象に 6月16日から10月24日まで実地し，発f}:11調貨両析は約

1780mz (約 539坪)である。この地区は秋田城外郭線外南東約 100mに位置し，周辺は凶営調作

( 1 959~ 1962年)，第18次(1976年)第22次(1977年)，第25次(1978年)，第26次 (1979年)調査が行わ

れ，多数の掘立柱建物跡， 竪穴住居跡，井戸跡，柱夢11，土城，溝などの遺構を検出している。特に

第18次，第25次調査において， 国営調査で四天王寺跡と推定され，その第一次講堂，第二次講堂跡と

考えられた掘立柱建物跡を再調査した結果，第一次講堂については時期の異なる数棟の建物である

ことが判明し講堂と しての建物性格を再考する必要が生じた。また，第二次講堂跡については二時期

以上の変遷が考えられ，建物は同時期に構築されたと考えられる井戸跡から検出した木簡の年代か

ら8世紀前半から中頃までの時期が考えられている。

本次調査はこの第一次，第二次講堂跡とされた掘立柱建物跡の南に更に第一次，第二次の金堂跡，

経蔵，または鐘楼跡と呼ばれる掘立柱建物跡、が存在していることからこれら建物の位置，規模，構造，
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変避を究明することと，更に付属する施設，他の遺構及び造物の存在の有無を追求し，外車li線外南

東地区の遺構，遺物の実態を把握することを目的に実施した。

調査に先だち，鵜ノ木地区にある iHlJ量基準点No.3から原点移動を行い発掘調査基準点をx=

349.746 m， Y = -165 . 407 m， H = 42.825 mに設定した。6月16日-30日まで調査区東側を中心に

表土利ぎを行い，SA502柱列，第一次金堂跡、，経蔵，または鐘楼跡と呼ばれている掘立柱建物跡S8

018， 019を確認した。 7月1日から 7月22日は調査区を西側に移動し表土恭IJぎを行い，第 2層面を

あらわしていった。同層面にては国営調査時のトレンチを確認した他は遺構の存在が認められず，

第2層の除去を 7月22日から開始していった。これと並行して検出した遺構の精査が行われ，正面 5

間，奥行 5間，すなわち 3間X3聞の身舎に四面廟のつく第一次金堂跡とされた建物は東西 3間×

南北 2問，四面廟の S8487建物とやはり東西 3問×南北 2問と四国府と推定される S8488建物跡

の重複するものであることが判明した。 7月23日からは第 2層の地柏していない西側地区南から村

←を行い，第二次金堂跡とされた S8018建物跡の柱掘り方の一部， S K542袋状ピット， S A 500， 

501柱列， 2問X2聞の総柱の S8490建物跡， S 1 494住居跡， S K512-540土取り火， S K 541土

棋を峰認し， 7月26日-28日に S8018建物跡， S 1 494住居跡の粘査を行った。29日-30日は第31

次調査の為，第30次の調査作業を一時中断した。 7月31日からは更に西に発似区を拡張し， 8}-j 22 

日まで表土を除去し，並行して検出遺構の精査を行っていった。8月7日には S1 498住同ー跡を峨

第18図 第30次調査周辺地形図
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認，18， 19日は SK542袋状ピットを精査し，縄文土器を検出， 20日， S 1 497住居跡を確認， S K 512 

-540土取り穴の掘り下げ， 21日， S K541土域，542袋状ピットを完掘し，Jj.・.tf出;i与を行った。25日;か

ら，西に拡張した調査区の第 2層を除去S1495住居跡， S A503柱列， S 0504， 505構を線認し， 27

から S1 494， 496， 497， 498住居跡の精査掘り下げを行し" 9月5日S1 493 f.:I:肘跡を倣認した。

更に 9月8日には S1495住居跡を検出，精査掘り下げ‘に入った。住居跡精査に並行し土屑観察のベ

ル トの除去，S 8 018建物跡精査， S K512-540土取り穴精査 (土層断面，写兵出;μ)を行っ 7い

っ た 。 26 日まで各住居跡、の精査が終了次第，半面図，完描写真搬Jii~ を行っ ていく 一方 ， S 8018， 486 

建物跡の全体写真， S 8490， 018建物の掘り方埋土柱痕跡の断ち割りを実施した 。 断ち'，~Il りの結果

8 018建物は廟部分の柱痕跡には含まれない焼土，炭化物が身舎部分の柱痕跡、には多泣に認め、

れることから，身舎部分にのみ建て替えがなされていることが判明，新しい建て替えの建物を S8

484建物跡とした。29日-10月2日までS8019建物の全体写真撮;彰，平面図の作成を行った。S8

019建物跡も S8018建物同様，国営調査で柱痕跡を中心に円筒状に残し，埋土を除去している。精査

段階で西に胸の取り付くことが判明，また，身舎，廟に二度の建て替えが認められ，身舎柱痕には焼

，炭化物を多量に含むという S8 484建物跡と共通する点のあることが確認された。閥をもっ

い建物を S8485建物として身舎のみの S8019建物と区別した。30日にはS8487， 488， 494建物

跡の全体写真撮影， 10月3日に S1 499住居跡を検出，精査を行った。4日には柱列，構，土墳の

精査，土層断面図を作成，写真撮影を行い， 6 -7日には地区別に調査区の全体写真搬;拶を終了

した。8-11日まで調査区全域の平面実iRIJのため遺り方を設定， 14日から平面実iRIJレベルiWJ定を行っ

た。18日からは S8485廟部分， 486， 487， 489， 490， 491， 492建物跡の帰り方の断ちわり，断面 F

作成，写真撮影を行い，また， 22， 23日には国営調査で検出した S1 020住居跡の床面を粕査し，床が

地山と同質の粘土に よる貼り床であることが判明，貼り床の粘土内から赤褐色土器が出土した。24日に

は柱列の柱穴の断面図，写真撮影，航空写真のための発掘区内の清掃を行い， 28日にはテント他発

掘器材を撤収しすべての調査を終了した。なお，航空写真撮影は後日11月13日に実施した。

2) 検出遺構と出土遺物

検出した遺構には大規模な掘り方をもっ掘立柱建物跡8棟，小規模な掘り方の倒立柱建物跡、3練

(うち 3棟は既に国営調査で確認ずみであった)，竪穴住居跡7棟，布掘りの講に柱穴伎の認められ

る柱列 4夢11.溝跡8，土取り穴群，袋状ピット (縄文あるいは弥生期)，土蛾などがある。

58018建物跡 (第20図，図版 8，11) 

既に国営調査で検出しており，身舎は桁行-5間，梁行3問と考えられるが南半分は削平され不明

である。南北に廟を有し，第二次金堂跡、に推定されている東西棟の掘立柱建物跡である。後述のS

8 484建物跡が同一場所によって建替えられ，この建物の柱痕跡は北廟部分にのみ残っている。す

なわち， S 8 484建物跡の柱痕跡には多量の焼土，炭化物の混入が認められるが北府柱痕跡にはこ

れが観察きれなかった。北府で桁行の間尺を測定すると西から3，75m+3，6m +3，6m +3，6m +3，8 

- 27 -
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m， S 8 484 建物跡の雌認された身舎桁行の牲痕跡と本建物跡の北J~I~ ，f ì~ ij lJ 料品足跡の心々が|百J- M~':

のることから身舎規院も同ーと考えられ，北刷から梁行の問!尺は3.6m+2.401 +ー・…をillilる。建物

方位は桁行が西で南に約3 。振れている 。 帰り万は 1.6m X l .7m から 1.401X l .101 までの hjf~て\深

さは確認面からは50cmから90cmであるが底面は420170cmの標高にほぼ一致する。柱浜跡は1直径45cm

か50cmの円形で，池山粘土層に直接柱を射えている。帰り方出上はわずかしか残存していないが，…

色土，赤褐色粘土，黄褐色粘土を互層に約み版築している。

- 29ー



58484建物跡 (第20図，図版 8，12) 

S B 018建物跡と同一場所に建て替えた掘立柱建物跡である。北府を欠く ，南府か身舎のみの建

物で桁行5問， 梁行3問と考え られるが南半分は削平きれ不明である。柱痕跡は桁行西から 3番

が既に国営調査で掘り上げられ不明となっているが，間尺は桁行で西から3.8m+ 0 + 0 +3.6m 

+3.8m，梁行で北から2.4m+・ーである。建物方位は S8 018建物跡と同一で桁行が西で南に約3。

振れている。掘り方は1.8mX1.5mから1.3mX1mの方形で深きは確認面で50cmから1.5m，南西

部でもっとも深〈残っているが.底面標高は42m70cm であ る 。 柱痕跡は直径40cm ~55cm，桁行束から

3番目を除いてすべて地山粘土層に直接に据えている。柱痕跡の埋土には多量の焼土，炭化物が混

入し，西梁行の柱痕跡の埋土からは赤褐色土器片が出土した。桁行東から3番目の柱痕跡は掘り方

底面より40cm浮いており ，掘り方埋土の上下で相違が認められたことから， 二度の撮 り込みが為さ

れたことが観察され，上記の S8 018建物北廟の柱痕跡の埋土との相違と合わせ考え，建て替え と

判断した。

58019建物跡 (第21図，図版7，9) 

8 018建物跡と同 じく国営調査で既に検出している南北棟，桁行 3間， 梁行2聞の総柱の似「

柱建物跡、である。後述のS8485建物跡を同一地点で建替えたもので.S 8484建物跡同様に性政跡、

埋土に焼土，炭化物が多量に混入している。焼土にはブロック状の大きな塊りも含まれ，スサ状の

-a 

a-
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第22図 S8486建物跡

ハU
司ぺ
U



b-

d 

第23図 SB487建物跡、

- 31-

ー

回

_a 

_b' 

40m80 

5 



N(物質の浜制;が観察された。柱痕跡、は直径30cm-40cmの円形で地山粘土聞に直接据えられたものと，

1 Ocm -20cm f.料、た状態のものがある。間尺は桁行で北から1.8 m + 1 . 8 m + 1 . 85 m ，梁行で西から2.4

m +2.4m，建物方位は桁行で北で東に約3.5。振れている。掘り方は1.3mX1.1mから1.8mX1.5m

の方形または直径 1.6mの円形であり，帰り方平面形に規則性がなく J屈り方壁面，底面に凹凸が認

められる。また.南梁行東隅の掘り方埋土に建て替え痕跡と考えられる掘り込みが観察できること

から，国営調査時に掘り方埋土は大半が掘り上げられていて断定できないが2回以上の建て替えが

考えられる。J屈り方底面は東北方向で深く，柱痕底面は標高約40m -40 m 30 cmである。

58485建物跡 (第21図，図版 7，9) 

SB019建物跡建て替え以前の古い建物跡である。西に廟をもっ建物であるが身舎部については，

桁行の間尺が北から1.8m+1.8m +1.75mとSB 019建物の間尺.と同ーであり，同建物跡、の.jmlリ方

すべてに建て替えの痕跡があり ，同一規模と判断された。廟は60cm四方の方形の帰り方で規模が小

さいが掘り方底面は標高約40m30cmである。直径2初Ocmの円形の柱痕跡跡、カ

の建て替えが認められることカか‘ら， S B 019建物跡と合わせ最低3回の建て替えと考えられた。性痕

跡のある新しい廟から建物桁行方位をみると北てポJ5。東に振れ，古い閥は脳リ方が北で西にずれる

ことから，これより振れが大きいものと考えられる。

58486建物跡 (第22図，図版 8，10) 

東西 3問，南北 1間以上の掘立柱建物跡である。掘り方は 1m四方の方形で30cm-40cmと浅く，

柱痕跡は明確でない。 SB018建物跡と重複し，重複部の埋土は既に国営調先で取 り除かれ，新|トl関

係は明確でないが，掘り方埋土に焼土粒炭化物がび.っし りとつま っており， S B 018建物跡、の杵痕

跡に焼土が混入していることから，これより新しい時期が考えられる。制り方中央に柱を求めると

すれば¥北柱列で西から2.4m+2.1m +2.4m，西柱列で北から1.8mの間尺である。建物方位は北

柱列で西で約8。南に振れる。

58487建物跡 (第23図，図版10，12) 

国営調査において第 1次金堂跡と考えられていた掘立柱建物跡と重彼し姉い)方一部が記録されて

いるが，未確認の建物跡であった。しかし今次調売の結果，東西桁行3問，南北梁行2聞で凶凶iに

府の付く建物と判明した。国営調査時埋土を除去しなかったt屈り方にはいずれも柱抜き取り痕が認

められる。柱痕跡はしたがって明確で、ないが，抜き取り穴をもっておよその柱位置とすると身舎桁

行間尺は西から2.2m+2.2m +2.2m，梁行は北から3m+3m (中央が欠けるが柱抜き取り穴聞を

身合.j):I:り }jは1.1mX1.2mの方形で現存の深き50cm-80cm，掘り方底面

の撚1"・:jは3911160cm -39 m 90rm. 束にlilJってf氏イ立置となる。l拘の.jJa:リ方

これより脱校が小さ く50cmX 60cm ~~I方の方形で現存の泌さは 20cm-40cm

- 32 -
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58488建物跡 (第25図，

低位置となる。建物方位は北桁行

cm-40m 30cmとやはり束にrnJって

隅の抜き取り穴埋土か

図版

第一次金品

切り無調整の須恵器(第24図)れま

北府東隅柱掘 り方から回転へラ

で約170。南に振れている。

58487出土遺物 (第24図，

器片の出

において，

ら，赤褐色

た，北桁行

版30の 1) 

国営調

とi:l<;< • 

カ'"ll

o
u
E
N噌

，

A

跡とされた帰立柱建物跡である。

a 
」コモ42m60南半分の柱掘り方は不明であった

正面 5間，側面4問，すなわが，

1 2 3M 

寸一一--1一ーイ。ヒ
身舎桁行3間，梁行2聞の東ち，

8490建物跡第261ρ府の建物と想定されて西棟で

で身舎南桁行の掘いた。今次調

8487建物と北側で重桜しているが11:1¥リhtfl!.土が石在認された。知í~の建物規模がを検出し，

玉l営調査の建物跡配置図によると身令束梁行の北から取り除かれており ，新旧関係は不明である。

その後の畑地造成によ ってこれらはまでの帰り方が示されているが，東府の北から 3番2番

の中心に位位置を求め，概111各の間尺をiWJAにした。北&次調査では遺存する掘り削平されており，

取り穴位置から11:1¥1)方この抜の掘り方に柱抜き取り穴が認められ，は国営調査で廟の間

梁1f身舎は北桁行で0+3.9m+0.から0+3.9m+3.9m +0+0. 中心に柱位置を求めると

で約7.8mあり， 1間3.9mとすると 2間分に相当する。掘り方は1.3mXl.6mの方形で現存のlま

し、:は桟存し底面標高はいずれも39m 70cmで胸部分が20cm f'J~ì:わ、。 11:1\ リ万 日ま71cm-90cm.j来J

8487建物跡より桁行のIHへのると比較的軟弱である。建物方位は明確でないがるものを観察

J反lLが約 7。前後小さいようである。

~25図 )58489建物跡 (

それより新しい直径 1.2mの不務円形の掘り方が検複し，隅掘り方と8 487建物跡身舎南

控-面

したがって規模など詳細について

から約 3m南で削平に よる段

音15を維認し， 1屈立柱建物跡、と判断したものである。

- 34 -

出した。帰り方深さは約 1m.柱痕跡は不明であるが，この位
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は不明である。

58490建物跡 (第26図，図版11)

東西 2間，南北 2聞の総柱の掘立柱建物跡である。間尺は南柱列が西から1.9m+2.2m，東柱列

が北から1.8m+2.1m，掘り方は小ぶりてい50cm四方の方形，あるいは直径50cmの円形で深さ20cm-50

cm，柱痕跡は直径20cmの円形である。建物方位は，西柱列が，北で約2。東に振れている。S1 493， 

494住居跡， S A500柱列布掘り溝と重複し，これらより新しい。

58491建物跡 (第27図，図版 8) 

桁行5間，梁行2聞の東西棟の掘立柱建物跡である。間尺は桁行が西から0+0+2m+1.9m

+ 2 m ，梁行が北から2.5m+2 . 4m ，柱掘り方は小ぶりて~'40cm四方の方形，深さは30cm - 60cm，柱痕

跡は直径15cm-20cmの円形である。建物方位は桁行が西で約40南に振れている。SK512-540土取り

穴群， S 0 505溝によ って柱掘り方が削られており，これらより古いものである。

58492建物跡 (第27図，図版 8) 

東西3間，南北3間以上の掘立柱建物跡、と考えられるが西柱列，北柱列は不明である。間尺は柱

痕跡の不明なものがあり明確で、ないが掘り方中心をとると南柱列西から0+0+2.2 m，東柱列北

から2.3m+ 1.3m + 2.3m である 。 掘り方は直径30cm-40cmの jlj形か桁川 }f~ で泌 さは 15cm -40c.:m ， ~.'J: 

に束柱列の南から2・3番目が浅くなっている。柱痕跡は明確なもので直径20cmの円形である。建物

方位は南柱列が西で約7。南に振れている。S8491建物跡同様に SK512-540土取り穴群によ って性

掘り方が削られており，これより古いものである。

5 1020住居跡 (第28図，図版13)

玉|営調査で既に検出している東西5.7m，南北3.8mの方形の竪穴住居跡である。したがって，埋

土は取り除かれており 詳細については不明である。S8018， 484建物跡柱掘り方と重傾し，これよ

り新しい。四隅及び各壁中央に柱穴が配されたものと考えられるが，北西附は国営調fii時にSB018

掘り方埋土と一緒に掘り上げられている。カマドは付設されておらず床面には地床炉と考えられる

焼面が検出している。掘り込みは遺存のよい北壁で'20cm-30cm，床面は凹凸のある底而に貼り 床し

平坦にしている。貼り床の粘土内からは赤褐色土器片，瓦小片が出土した。

5 1493住居跡 (第29，30図，図版13，14) 

南壁にカマドの付設された方形の竪穴住居跡で， S 1494住居床面下層で南壁，煙道が検出された

ことから同住居より古いものである。北半分は畑地造成の際，既に削平されている。南EEは約 3.5

m. f屈リ込みは確認面から60cmて-ある。床面にはカマド前庭部を中心に炭化物の堆積が認められ赤

褐色土器，土師器が出土している。カマド (第30図，図版14)は焚口|幅約50cm，奥行70cm粘土組み

の袖部が残り ，壁から 1.2m突出した幅20cm，深さ20cmの煙道が認められる。燃焼部から煙道へは

特に変化もなく約10。の傾斜で煙道先端に至っている。燃焼部中央にはこぶし大の礁3個で支脚を組

み，艇の上には赤褐色土器裂 ・.tfが折り 重なって出土した。柱位置は南西隅にピッ トを検出 している

- :36 -
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が他に組み合うものがなく不明で

ある。

5 1493出土遺物 (第31図， 図版

30) 

いずれも床面，カマド内からの

出土である。

土師器 lは内面黒色処理の台

付J手で低い貼リ付けによ って作り

出され，底部中央には回転糸切り

痕を残している。内面体部，外面

口縁に横方向，内面見込みは一方

:。
4コ

向へのへラミ方々が施されている。

赤褐色土器 2 -6は回転糸切

りで調整のない尽で，赤褐色また

は賞褐色の色調である。7は外反

した口頭部が端部で垂直に立上る

裂で体部には回転利用 (ロクロ )

の横位の整形痕が認められる。外

は手持ちへラケズリによる

縦方向の調繋が施されている。

1 ( 1 -979) 

3 ( 1 -981) 

5 ( 1 -983) 

a-

。
第30図 SI的 住川跡カマドと

M
 i--J
 ¥二[7

'(--1 -:1 

。
第311: 1493住居跡出土遺物
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5 1494 A住居跡 (第32図，図版13，14) 

砕にカマドの付'設された方形の竪穴住居跡、である。北壁が判然としないため全体のプランが明

確でないが南壁にくいこむ状態で検出した 3個のピットと対称位置にある北の3個のピットが柱穴

セ

n附
SI494A 

。

。 2M 

第32図 SI494A住居跡

ミ メ
1 ( 1 -986) 2 ( 1 -987) 3 ( 1 -988) 

4 ( 1 -989) 5 ( 1 -990) 6 ( 1 -991) 

o 10CM 
ト ー十一一一一寸

第33図 SI494A住居出土造物
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と与えられ束西 3.2m，南北 3m前後となる。掘り込みは確認面から， 30c:rn -40cmの傑さである。床

ーにはカマド前庭を中心に炭化物， 焼土の堆積が認められ， 赤褐色土器が出土している 。 r~西附に

は直径70cmの円形，ナベ底状の貯蔵穴と与・えられる土土肢が維認された。カマドは焚しIIPIt¥70cm，¥匁十二

60crn粘土組みで， I幅30cm長さ 50cm傾斜約1 00の煙道がつく 。 燃焼部中心に Uì~ぷ色に変色した川鍬状の

砂質土の高まりがあり ，土器を伏せて支脚として使用した痕跡と考えられた。

5 1494 A出土遺物 (第33図，図版30)

赤褐色土器 lは南西隅の貯蔵穴， 4はカマド前庭部，他はすべて床面iからの出土である。いず

れも回転糸切りで調盤のない赤褐色，黄褐色の色調の却である。 2，4， 6， 7の口敏，内出に煤

状の炭化物が認められ，燈明皿として使用されたものと考えられる。また5の底部には 「メ」のへラ

記号が認められる。

5 I 4948住居跡 (図版13)

S 1494 A住居跡廃棄後，褐色粘質土が堆積した段階で窪みを利用した生活而が確認されている。

S 1 494 A床面上層に堆積した褐色粘質土面に焼け面，焼土炭化物の分布が観察され造物がこの焼け

焼土，炭化物面に接して出土したため，ここ では明維なプランが不明であるが住居跡として抱

握した。

5 14948出土遺物 (第34図，図版30，31) 

須恵器 lは埋土からの出土である。回転糸切り，調整のない何で， 4， 6、8には口紘，内Ifriに

煤状炭化物が付着しており ，燈明皿として使用されたものと考えられる。 3はず;付nn.， 9はず;付何

で台は低い貼リ付けで作り出きれており， 底部中央には回転糸切り痕が残っている。 10は凶転糸

:' . 

9 ( 2 -001) 

7(1-999) 

第34図 SI494B住居出土遺物
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3 ( 1 -995) 

5 ( 1 -997) 

ぺ三孟-J
8 ( 2 -000) 

。 10CM 



口敏部が内屈する形態の鉢である。器表面には巻き上げ.(輪積み)の粘土紐痕，さらに回転利切り，

さ用(ロクロ )の幣形痕が認められる。外面下半には底部立ち上りから10cm桜まで回転へラケズリ ，

らにその後立ち上り音ISに横，斜方向の手持ちへラケズリ調整を施している。

け il版15)5 1495 住居跡 ( 第35~ ，

カマし、。複しこれよりS D 508， 509溝と跡である。穴住南北3.1mの方形の東西3.3m，

ドは認められず，床面ほぽ中央に地床炉状の焼面が検出した。掘り込みは遺存の良い南壁て・約70cm，

下にはl幅約 2cm-5 cmの溝が廻っているが，厚さ 1は平坦である。各階くなるが床北にj斬次j

は確認されなかっcm-2 cm前後の壁材の腐-蝕したものと考えられた。柱穴として組み合うピ ット

乾漆様の容器が出土している。器，赤褐色須恵器，より ，及びた。床

図版31)5 1495 出土遺物 ( 第36~ ，

5、-し た。1 -5は床面に接して出1 -6のいずれも回転へラ切りの何で調整はない。須恵器

る。6は「附」あるいは「日iliJと半IJ"E，売で

こDI

5は「成」か「成J，

二DI

ーが認められ，に嬰6は底部外

。。
E
N寸
l

A
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1 ( 2 -004) 2 ( 2ー 005)

4 ( 2 -007) 

( 2 -011) 
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第36図 S1495住居跡出土造物

赤褐色土器 7-11は回転糸切り無調整のI孔

12は低い貼り付・けによる台の付いた皿である09，

11は床面に接し出土した。10-12は口縁及び内

面に煤状炭化物が付着しており燈明皿として使

用されている。

乾漆様容器 (第37図，図版19，32) 床面に

密着して出土した。本来一個体のものを刃物な

どで二分したものと考えられる。厚き 3mm，直径

24cm，円形の相対する部分を丸〈折り曲げ耳皿

のように内湾させ，さ らにこれに直交する両側を，

3 ( 2ー006)

ミ;:」/
何-

¥←』y
9 ( 2 -012) 

~ }~ 

o lOCM 
卜一一i一一一一寸

1
1
1
J
V
 

( 2 -003) 

，内に折りさらにもう一度外に折り曲げる o 10CM 
ト ー 1一一ーイ

か，あるいは直立させ，折敷状の容器として使 第37凶 SI495HJ';'跡:H土位協総在総
用したものと考えられる。表面は褐色の色調で漆膜がなく皮製品とも巧-えられたが，器表而の恭IJ孫

した個所に布目が認められることから乾漆と推測された。ただ成分の分析を行っておらず，明確で

t，.し 。

5 1496住居跡 (第38図，図版16)

東西2.8m，南北2.8mの方形の笠穴住居跡である。北西附の一部が突出しているが，カマドは付

設されておらず，床面にも 地床炉状の焼面などの痕跡はない 。 掘り込みは遺存の良い北壁て~'45cm ，
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漸次，南に浅くなるが床面は平坦である。柱穴として組み合うピット等は検出していない。造物は

すべて埋土から，北西方向に流れ込んだ状態で出土した。

5 1496出土遺物 (第39図，図版32)

土師器 1， 2は内面黒色処理のある何である。1は回転糸切り後，貼 1)付けによ って低い台を

つく っている。 ミガキは口縁部外面まで行い，内面体部，外商口縁部は横方向，内面見込みは一足

方向のミ方キの後，更に 6角形を捕くようにミガキを施している。 2は内而のみにミガキを行い，

体部は横方向，底部は放射状のミガキを施している。台は剥落して明維でないが貼り付けによるも

のと考えられ，底部中央はナデつけによって切り離しが不明である。

須恵器 3は回転糸切りで調整のない庁、である。口縁部に重ね焼き痕跡と考えられる色調の述い

が認められる。器形的には 4-8の赤褐色土器に類似している。

赤褐色土器 4-11はいずれも回転糸切りで調整のない杯で9-11は口径の大きい，体部の開く

器形である。4-7は口縁及び内面に煤状の炭化物が付着し，特に 4は燈心状の痕跡、が認められ，

燈明10lとして使用されたものと考えられる。12は台付l(-，あるいは皿の台部である。13は三方に限

状の透しのある向付鉢の台部で，全体に磨滅が著るしい。14は底部下半に粗い手持ちへラケズリのあ

- 44 -



1 ( 2 -016) 

三上J
¥主/

14( 2 -029) 

。 lOCM 
13( 2ー 028)

第39図 SI496住居出土遺物
β-臼-[J15(2-030) 

る裂で内面にはロクロ (回転台)によ る整形痕が認められる。

石製品 15は軽石を 6面に面取りしているが用途不明である。

5 1497住居跡 (第40図，図版17)

東西2.6m，南北2.7mの方形の竪穴住居跡であるが，北壁が知く， 2.4 mのやや台形状になる。

掘り込みは35cm-45cm，カマドは付設されておらず焼酎な どの地球炉の痕跡もなし、。Iポげliは平正1.で

あるが東墜にテラス状の20cm-30cmの高まりが認められる。柱穴は凶附に直後20cmの川形あるいは

1辺20cmの方形で深さ20cmのピ ットが検出している。東壁を除く谷壁の直下にはIIJ1t¥lOcm，深さ5cm 

-lOcmの構が認められるが、 S 1 495住居同様壁材の痕跡と考えられた。束墜周辺を中心に炭化物

が堆村し赤褐色土器が出土している。床同!中央から南西よ りの個所に鍋底状傑さ20cmの貯蔵穴と考

えられる土横が検出 している。

5 1497出土遺物 (第41図，図版33)

須恵器 5は回転糸切 り無調整の.tfで底部外面に判読不能の墨書が認められる。6は台付何で111

転糸切り後低い台を貼り付・け周辺をナデている。
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1497住居跡

赤褐色土器 1 -4は回転糸

切り無調整の杯である。4は底

部外面に 「宋J(災の異体字)と

考えられる墨書が認められる。

51498住居跡 (第42図，図版

17) 

1 ( 2 -031) 

2.6 m，南北 1.8mの小

ぶ りな方形の竪穴住居跡である。

掘り方は15cm-20cmときわめて

i::Iれ、。弁壁に沿って柱穴と考えら

れるピットが検出している。カ

マド及び焼面は確認されなかっ

3 ( 2 -033) 

③ 
た。 503杵列布掘りと重複

あ41図 S1497住J1r;-跡nll土造物
し，これより新しし 。
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C甘

。吋
第42凶 S1498住屑跡

5 1498出土遺物 (第43図，図版

33) 

灰柚陶器 lは椀の台部破片で

ある。体部下半から底部全体に回 1499 

へラケズリを行い，その後，ム

1 (2 (37) 

2 ( 2 -038) 

。
を貼りつけ周辺をナデている。施

利は内面にのみ認められ見込みに

は重ね焼き痕と考えられる円形の

民胎音ISがある。

須恵器 2は回転糸切り無調献

の峠である。

赤褐色土器 3は回転糸切り無

調室長の呼で口縁部には燥状の炭化

物が付着しており燈明皿として使

用されている。

5 1499住居跡 (第44図)

4コl

a 

第441:;z] S1499住肘跡

。

物

日

刊

一

叫

'
4

n
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l
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ゴ
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4
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モー42ml

2M 

北壁を中心に北東，北西コーナ一部が削平されており全体の腕棋は不明である。南噌は 2.7m， 

イ本に既に削平され，深さも10cm程である。柱穴，カマドは検出していないが，床而にて直径

1 mのほぼ円形の範囲に焼土及び炭化物が認められた。

SA500柱列 (第19図，図版18)

南北21mの長さで北で西に屈折している柱列で走行方向は北で西に約13。振れている。|隔20cm-30 

cm，深さ 20cm -40cm，北でì~fr次浅くなる布掘りの溝底面に直径15cm-20cm，深さ 30cm-40cmの円形，
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または惰|円形のね~ í\: と考えられるピ ット が認められる 。 各柱間の間隔は南から1. 5111 十 3111+2.4111

十2.3111+6m十 4m +2.2111，北で西に凶折して 2mの位置に これに連続する と考えられるピット

が検出している。第25次調査でも同様の SA 407柱列が検出しており走行方向はこれとはほ・直交す

るものである。SB 490建物跡， S 1 493住居跡と重複しこれより古い遺構である。

5 A501柱列 (第19図，図版18)

S A500柱列とほぼ平行し，方位は北で西に約10。振れている。北で同柱列と重複し，これより古

い遺構と考えられる。やはり幅20cm-30cm，深き20cm-40cm北で漸次浅くなる布掘り の溝底面に同

規模の円形あるいは楕円形の柱穴が配きれている。各柱穴問の間隔は南から 1.2m + 2 m + 2.4 m 

+2m+4mで-ある。

5 A502柱列 (第19図，図版 7) 

東西約35mの範囲で検出しており，さらに東方向に伸びている。走行方向は西で約10。南に振れてお

る。SA 500柱列とほほ、直角の位置となる。一部で削平されているが幅20cm-30cm，深さ20cm-30

cmの布掘りの溝で底而に直径20cm-30cm，深さ20cm-40cmのい!形の柱i¥:と巧-えられるピットが必めら

れる。各柱穴間の間隔は束から2.2m+1.8m+2 m+2.2m+5.4m+ 2 m+2.4m+ 2 m+ 2 m + 

1.8m+ 8 m+1.5mとなる。8mの間隔伽l所は SB019建物との重彼自IS分で本米，兇に 2イメのネL火が干1・

在していたものと考えられるが国営調査時に除去されている。5.4mの間隔個所は他遺構との重彼も

なしもともと柱穴がなかったものと考えられ，この個所に関口部を想定することができる。SB 

019建物跡と重複し，これより新しい遺構である。

5 A503柱列 (第19図，図版18)

南北約13mの範囲で検出した。北で一旦途切れ，東に屈折しているようであるが，東にJ:s折した

部分には柱穴と考えられるピ y トが確認されず，あるいはこの部分は性格の異なる可能性もある。

布掘り，柱穴の規模は前述の柱穴とほぼ同じで柱穴聞の間隔は，南から1.5m+2.1m +0.7m +1.5 

m+2mとなる。SD504溝， S 1 498住居跡と重綾し，これらより古い遺構である。

50414溝 (第19図)

既に第25次調査で検出している南北に走る溝で，本次調貨ではその南延長カt検出した。ITft{30CIll，

深さ40cm，走行方向は北で西に約17。振れている。第25次割五では東に屈折していることが判明して

いる。SD506講と重複し，これより 古い遺構である。

50504溝 (第19図，図版18)

幅30cm，深さ10cm-20cm，西で南に約20。振れる走行方向で調査区西端付近で南に直角に屈折してい

る。屈折部分底面にピ y トが検出しているが連続するものカt認められず溝と判断した。更に東に伸

びるものと考えられるが，耕作による削平あるし、は SK512-540土取り穴によ って消失している。

5 0505~511 溝 ( 第 1 9図)

いずれも耕作あるいは畑地造成などのため掘り込まれた溝と判断された。黒褐色土を埋土とする
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第47図 SK541土岐

5 K 512""540土取り穴(第45図，図版8)

調査区西半中央部で，第 2層を除去し

たローム面にて検出した。各々重複が認

められ， 30基以上の遺構を碓認した。し

ずれも平面形，深さは異なり不整形を

し，画一性は認められない。遺構状況及

び埋土等からして時期差はほとんどなし

ものと考えられ，短期間の作業工程によ

~~48 1~ SK541土原f，'H土j立物
。 lOCM 

る切り合いと考えられる。埋土は暗褐色

，賞褐色土，黒色土，賞褐色粘土が主で，炭化物が部分的に出入する。

埋土状態からして，S K525土横つまり 北側が古<，SK514土峨つまり南側の方が新しい。北側

の芳では SK527土砂:より SK525土墳の方が新しく ，南側の方では SK537土蝋より SK532土峨の

方が新しいと考えられる。なお，S K512土峨も同一性格のものであるが重復しない。

内より 土師器付・毅，須恵器.tf'壷，赤褐色土器.t{-， 瓦等が出土したが，S K 532 土峨 ，~I\ ニt

の亦褐色土器付以外は小舷片であり図示しえなかった。

5 K532土噴出土遺物 (第46図，図版33)

赤褐色土器 1， 2いずれも底部切り離し回転糸切り ，無調幣の何である。内問は亦褐色を呈し，

外面は lが赤褐色， 2が煤状または油煙状の炭化物が付着し全体に汚れている。胎土，焼成は共に

良好である。

SK541土墳 (第47図，図版19)

&中央部で，第 2層を除去したローム商にて検出した。平面形は東西方向に長楕円形を

ハU
F
h
u
 



王し，長軸約4.15m，短軸約90cm

-1.1m，深さ約10cm-20cmを計

り，底面にはやや凹凸がみられ，

併はゆるく立ち上がる。埋土は暗

褐色土，暗黄褐色土が主で，炭化 a 

物，炭化材， の一部にやや多

a 

Ccw コ
::: 
F守3 

」コ ..D 

a 。ー 1M 

目。

〈他は少量であるが焼土が浪人し，

ロームブロ ックも認められた。多

量の土器片と共に慮りこぶし大の

際も認められた。

SK541土積出土遺物 (第48図，

叶版33)

いずれも埋土下層(ほぽ横底)

からの出土である。

須恵器 1は底部切り離し回転糸切り，無調整の杯である。口縁

主43m10 

以'つ。

音ISがやや外反し，器肉が薄<，焼成良好で、あるが，胎土に小石粒が

K542袋状ピット

赤褐色土器 2は高台をもっ鉢である。鉢部と高台を接合しロク

ロ整形を施す。赤褐色を呈し，胎土に砂粒，小石粒がやや多く混入

し，やや軟質である。

5 K542袋状ピット (第49図，図版19)

調査区中央部西側で検出した。平面形はほぼ円形を呈するが，調

査中に一部崩落した。横口部径約1.2m-1.3m，城底部径約1.45m，一 一一-.，...--r官ポ.-41 m 90 
ぷ、λ寸コーづぐ京総ミF

深さ約70吋計り同底は平坦で，壁はゆるく立ち上がり中程が張 蕊ぶぶ蕊蕊ぶ
り出し，腐口部付近で部分的に垂直に立ち上がる。埋土は暗黄褐色 o 1 M 

卜 | 一寸
，賞褐色土が主で，部分的に炭化物が認められる。また埋土の中 第50図 SK543土城

程に中心部より径約90cm位の範囲で厚さ約 5cmの粘土の層が認められたが，埋土の一部なのか意識

的に敷き固めたのかは判然としなし 。

造物は縄文のみの施文をもっ土器小破片が埋土内より数点出土した。本調査区の北側である第25

次調査地の SK424土墳より弥生式土器が出土しており，類似するとも考えられる。

5 K543土績 (第50図)

調査区西側で検出し，長軸方向が北東，南西方向を指す。長軸約2.1m，短軸約86cm，深さ約1.4

m -1.8 mを計り，平面形はほぼ長方形を呈し，城底の中程がやや盛り上がる。 は賞褐色__J_.，
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l肢

.が主で，炭化物が混入色粘暗賞褐色粘

する。
1M 。

したが小破片であ器付が出造物は赤褐色 -場iK545 第52!ヌ

り図示しえなかった。

S K544土墳 (第51図)

軸方向を指す。軸方向は東南側で検出し，西調

形は隅平深さ約10cm-20cmを計り，短軸約80cm，約1.65m，

カfはし，績底はゆるやかな斜面をなす。埋方形を丸

，褐色粘他は黄炭化物の混入する褐色土て¥多量に焼

が堆積する。出土造物はない。，褐色粘色

S K545土墳 (第52図)

1M 

hv
N

ヨ
∞O

軸方S 0510溝を切っている。南半中央部で検出し，調

軸約2.2m，短軸約 1m，深さ約25cm-45cmを向は南北を指し，叫
第53い

する。嫡底は方形を部張り出しのある隅丸形は計り ，

造物はない。坦であるが，南側と北側にピットを検出した。出

S K546土墳 (第53図)

短車IB約60cm-70cmを軸約 1.3m， 側で検出した。ー区宮司

はH音褐凸が激しい。し，城底は形は ~13 Jf~ を計り ，平

，褐色土が堆積する。出土遺物はない。色

。。
E
N寸

1

S K547土墳 (第54図)

長軸方向は南北方向を指す。喧区西半中央部で検出し，調

M
 
l
斗
」

勝
、

。)一
平面形は不整深さ約35cmを計り，先i軸約55cm，軸約1.05m，

第541ヌ
H音賞

8491建物跡を切っている。出土遺物はない。

- 52ー

炭化物j昆りの黄褐色土，は暗褐色する。埋

褐色土が堆積する。

方形を



5 K548土績 (第55図)

調査区中央部， S 1495住居跡北側で検出した。径約95cm-l.lj 

mの桁円形を呈し，深さ約15cmを計る。埋土は黄褐色土がt佐伯 一仁

する。出土造物はない。

5 K549土績 (第19図)

調査区西側で検出した。プランは不整形を呈する。

造物は瓦片が少量出土した。

!援Z
() 1 M 
| | イ

3) まとめ
第55図 SK54只土J腕

第30次調査の目的であった国営調査で検出した第一次・第二次金堂跡，経蔵，または鈍楼跡と呼ば

れる帰立柱建物跡の再調査で，その位置，規模，構造，変遷について明らかになった調在結果をここ

にまとめてみると，まず， 第一次金堂跡と呼ばれていた SB 488建物跡については身舎桁行3t出，

梁行2間，四面廟の掘立柱建物で掘り方中心に柱位置を求めると身舎桁行，梁行，嗣ともに 1間約

3.9mの荘大な建物であったことが再確認された。また，新旧関係は不明であるが，このS8488建物

跡に重複し，その北に位置する S8 487建物跡が新たに検出し，身舎桁行3間(1間約2.2m)，梁行

2問(1間約 3m)のやはり四面府の掘立柱建物であることが確認された。両建物の巡ー存するiJ:l¥リ方

埋土を観察するといずれも柱抜き取り穴が確認された。建物規模としては S8 488建物跡が耐の掘

り方，身舎の掘り方，間尺など SB 487建物跡より規模の大きい建物で，建物方位も真北に対し，

後者が約17。西に振れ，前者が柱位置が明確でないが約7。程振れが小きい10。前後の振れと推定された。

第二次金堂跡と呼ばれていた東西棟建物跡は北府と身舎の掘り方，柱痕跡埋土の精査の結果，身

ふ桁行5間，梁行3聞の南北府の SB 018建物の時期とその後の同一地点での建て答えで北刷を欠

く，南府だけ，あるいは身舎だけの S8 484建物の時期のあることが判明した。

鐘楼，あるいは経蔵跡、と呼ばれていた身舎桁行3間，梁行2聞の総柱，南北練の建物跡にも同様

の建て替えが認められ古い時期の建物に西廟が付き，新しい時期の建物は廟を欠くことが維認され

た。前者を S8485建物，後者を S8019建物としたが，府には更に建て替えが認められ両者を合わ

せ少なくとも三回以上の建て替えが考えられた。

B 018， 484， 019， 485建物跡の建物方位は第25次調査検出の S8 006 (東西棟桁行7間，梁行

3聞の身舎に南北府)395 (S 8006と同一地点での建て替え，同一規模の身舎で胸を欠<)，建物方

位とほぼ一致し，真北に対し，約 3-5。西に振れている。

以上のように建物方位の一致，同一地点での建て替え， しかも古い時期に府が付き，新しいH寺期

は身舎だけになる点， また， 最も新しい時期の柱痕跡埋土に多量の焼土， 炭化物が認められる点

など SB 018， 485， 006建物跡， S 8484， 019， 395建物跡にそれぞれ 3棟毎に共通性があるものと

考えられ，同一時期の建物と推定される。

この 3棟の建物位置の関係については，昨年度概報でも国営調査の記述，遺構配置図をもとにそ
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の概略について述べたが，ここでは今次調査，第25次調査結果から再度その数値についてふれてみ

る。ただ今後，さらに周辺の調査が進展し建物の性格等に関する究明がなされた時点で厳密な数値

を示すことにし，ここではその概略であることをことわっておきたい。

まず， S 8018北府から S8006南府の間隔は約26.5mで， S 8018の建物の南北中軸線は S8006

のそれから西に約1.2mずれている。またS8018の建物の南北中軸線上，北府から約18mの地点に

S 8 019の建物の東西中軸線が一致し， S 8 019の西廟まで約26.5mである。このことから，この

建物配置については計画的な配置が考えられた。

5B428 

5B427 

SBz68 
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また，5J1jの調査目的であった，他の造・構，遺物の有無については，造物は省略するが，遺構として

まSA 500， 501， 502， 503柱列， 7棟の竪穴住居跡， 3棟の小ぶりな掘 り方の掘立柱建物が検出し

ている。柱列はいずれも，幅30cmの布掘りの溝に直径20cm-30cmの柱穴の認められるもので，重複関

係から前述の 6f東の大規模な掘立柱建物より新しく ，S 1 493竪穴住居より古い時期と考えられる。

機能としては板塀状の区画施設と推定され，走行方向が真北，真西に対し約10。の振れをもっSA 501， 

502柱列と，同じく約13-15。と振れのやや大きいSA500柱列と第25次調査検出のSA407柱列があ

る。この柱列方位に対応し，約10。の振れのSB488建物，第18次調杢検出の SB 263， 258建物が10。

30' ，一方ややそれより振れの大きい建物として SB487建物が約17"，第18次調査では SB 263建物

が12。となっており，東側の建物にも振れの10。前後のグループと，それよりやや振れの大きいグル

ープが存在しており，前述の柱列がこれら東側の建物(10。以上の建物方位の振れのある )に関連す

る遺構と考えられる。

V 第 31次発掘調査

1) 調 査経過

第31次調査は，現状変更許可申請にともなう事前緊急調査として 7月29日から 8月12日までの期

間で実施され，発掘面積は約 102m% (31坪)である。調査地は寺内字大畑68番地護国神社境内に所

ーする護国会館北東部に隣接する標高約48mの平坦地に位置しており ，北側は空素沼方向すなわち

南東方向に入り込む谷である。調査作業は測

批点No.10より原点を移動し，X=+99.359

m， Y=+171.976 m， H=48.688 mに発掘

吋仕点を設定し，南北6mX東西12mのトレ

乱のゴミ捨て穴，ガス管埋設構，下水管等カ J

検出されたが，造物包含層は検出されなかっ

た。一方，東側部分では地山砂層が北東方向

に傾斜しており ，上部には粘質土の堆積層が

検出され，さらに北東隅に赤褐色粘質土が柏

状に検出された(7月29日-8月1日)。

北東隅部分での赤褐色粘質土検出により ，出

" 。 ゐ!ゾ υ 山

ii:; 1二?50 1W 
」『l! ン_--ヶー i I 1 1 1 L_____~ 

第57凶 節目次調子医周辺地形|ヌ

側部分の遺構存在の確認のため約 7mほどトレンチを東側に拡張した (8月2日)。その結果，粘質

の堆積層は築地崩壊土であることが判明し，さ らに赤褐色粘質土は南東方向に走る築地であるこ
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と，さらに築地崩壊後に築地上を溝が走っていることが確認された。平面笑iJlIJ，レベル測定終了後，

全景写真，遺構個別写真撮影を行い調査を終了した (8月4日-12日)。

2) 検出遺構と出土遺物

5 F550築地 (第58，59図，図版20)

築地は北に対して西に約45。偏して南東方向に走っている。縄文期の包含層と考えられる黒褐色砂

質土を削平して構築きれている。検出された築地の規模は，基底幅約 2m，全長約7mを計り ，現

存する積土は高さ約40cm-50cmで，赤褐色粘質土と黒色粘質土で版築が施きれている。北側より約

5 mの部分で積手の相違が確認され，この部分から南側は黄色粘質土と賞白色粘質土により版築が

施されている。

築地の基底l隔よりやや幅広く 赤褐色粘質土を幅約40cm，高き約30cmの厚きで土盛りしており，

初，犬走り状の施設と考えられたが，この面では寄柱等の帰り方は一個しか検出きれなかった。掘り

方等の検出を目的として，赤褐色粘質土面を掘り下げた。その結果， 寄柱または築地構築時の

用柱と考えられる柱穴が，八個検出された。そのうち東側の北面と南面に一対の寄柱と考えられる

柱穴が検出された。掘り方

の直径は約20cm，確認面よ

りの深さは約20cmを計る。

地山砂層面を掘り込み，埋

は赤褐色粘質土と褐色砂

である。柱の間尺は心々で

約 2.3mを計る。他の六個

は間隔が不規則であり ，大

きさも不規則である。築地

崩壊土中からは，須恵器杯・

葦，赤褐色土器饗 ・1不小破

片，瓦小破片等が出土して

いる。

1 ( 2ー 043)
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第60図 築地崩壊土出土造物



築地崩壊土内出土遺物

須恵器 (第60図，図版34)

杯 2は底部切り離しが回転糸切り， 4は回転へラ切りであり，いずれも無調整である。色調は

色を呈し，焼成良好である。

蓋 :3は暗灰青色を呈し，焼成は良好で・ある。切り離しは不明である。偏平な紐をもっ。

赤褐色土器 (第60図 1，図版34)

聾 :内面には輪頼み痕跡、とロクロ目痕がみられる。一方外面には頭部より下方に輪柏み後，叩

によって整形した痕跡がみられる。赤樫色を呈し，焼成は良好である。

5D551溝状遺構 (第59図，図版20)

鋭地本体を切って築地上を走り ，断面が rUJ字形を呈する溝である。1幅約60cm，深さ約60cmを

計る 。 埋土は褐色粘質土，砂j昆りの褐色土である 。 溝底部には直径約30cm~40cm ， 採さ約15cm~20

cmを計る掘り方が検出され， とくに北側の掘り方からは柱痕跡が認められた。埋土はぷ褐色粘質4 ・

である。出土遺物は検出されなかった。

3) 各層位出土遺物

表土層出土遺物 (第61図，図版34)

須恵器亦:1は回転へラ切りによる何で，再調艶はない。底部からの立ち上がりはゆるやかであ

る。底部外面には盤書がみられるものの判読不明である。

5 ( 2 -051) 

。 10CM 

てこ一一---i._ ~. 

~ 4 ( 2 -050) 

I 8 ( 2ー 054) 

第61図 各層出土造物
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図版34，35) 第二層暗黄褐色砂出土遺物 (第61， 62図 3，

2はやいずれも再調整はない。4は回転へラ切りによる杯で，3， 須恵器琢 2は回転糸切り ，

がみられ，色を呈し焼成良好で-ある。底部外面には墨色調は灰や外反ぎみに立ち上がる器形で，

がみられ，色調は灰青色をと判読できる黒に「正」3は底部外と判読される。「井」か「廿」

色を呈し，焼成は良好である。がみられる。色調は灰し焼成は良好である。

ムの内外周縁にナデを施しムを貼り付けた後，須恵器台付坪:5は回転糸切りによる台付坪で，

6は回転へラ内部底面に焼きぶくれがみられる。焼成は良好で‘，ている。色調は暗灰青色を呈し，

ムを貼り付けた後に内 ・外部にナデを施底部外面中央部から周縁までへラケズリを施し，切り後，

と判読できる。が認められる。「牛口Jしている。底部外面には

色を呈し，硬質である。瓦:3は一枚作りによる平瓦で，灰

図版34，35) 第三層暗褐色砂質土出土遺物 (第61，62図4，

いずれも再調整はない。底部からの立ち上が8は回転へラ切りで，須恵器杯:7は回転糸切り，

が認められる。8は「正」の墨7は「井」か「廿」の黒いずれも丸みをもって立ち上がる。りは，

.色を呈し，硬質である。灰瓦 4は一枚作りによる平瓦で，

図版35)第四層褐色砂混り黄白色砂出土遺物 (第61図，

内面黒色処理の丸底序である。外面は口縁部から底部にかけて横土師器杯:9はロクロ未使用，

下半部は放射状のへラ内面は口縁部から 3cmほどまでは横方向のへラミカーキ，方向のへラケズリ ，

ミガキが認められる。

図版35)黄白色砂上面撹乱層出土遺物 (第61図，

須恵器長頚蔓:10は頚部から肩にかけての破片である。外面には輪積み (巻き上げ)後，肩から
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表 7 墨書土器

番 号 器 種 切り離し(調整) 墨書部位 出土層遺構| 奥a金三与 書 銘

1 (2-047) 須恵器杯 回転へラ切り 底部外面 不明

2 (2-048) 須恵器杯 回転糸切り 底部外商 第 二 層 「井」か「廿」

3 (2-049) 須恵器 I不 回転へラ切り 底部外面 第 二 層 「正」

4 (2-050) 須恵、器不 回転へラ切り 底部外面 第 二 層 不明

6 (2-052) 須恵器台付杯 回転へラ切り 底部外面 第二層 「牛口」へラケズリ

7 (2-053) 須恵器 I不 回転糸切り 底部外面 第三層 「井」か 「廿」

8 (2-054) 須恵器 I不 回転へラ切り 底部外面 第三層 「正」

上に横方向のへラケズリを施しているが明確で‘ない。また頚部に一段の凸部を形成している。一方

内面の頚部から肩の部分に，頚部と体部の接合部に タテ方向のナデがみられる。

赤褐色土器皿 :11は回転糸切りで，再調整はない。底部が口径にくらべて極端に小きしまた器

高が浅い。口縁部が外反し皿状を呈している。体部外面には輪積み(巻き上げ)痕がみられる。

その他の遺物 (第62図，図版35)

中世陶器:1は護体部破片である。硬質で内外面とも暗褐色を呈する。胎土中にはきめの細かい

砂粒を含む。外面には 3cm当り 13本の密で浅く ，やや右下りの条線状平行叩き板痕，また内面には

径約 3cmの楕円形のアテ具痕をとどめている。

弥生式土器 2は口縁部から体部にかけての破片である。外面は LR縄文を地文としているが，

頚部から口縁部にかけては無文である。頚部には二本の平行沈線を施している。口唇部には撚糸に

よる圧痕がみられる。内面は横方向のミカ。キを施している。

4) まとめ

第31次調査によって検出された築地 ・溝状遺構は，護国会館北東部の舌状台地東側付け根部分に

位置し，南東方向に入り込む谷と同方向に走り ，築地崩壊後に崩壊土の高まりを利用して溝状遺構

を構築していることが判明した。さらに，これまでの調査で確認された外郭線を構成する築地，構

状遺構とほほ‘同様の遺構であることが確認された。

から走る秋田城外郭築地は護国神社本殿の北東部でほぼ北に直角に折れ曲がり，幣切山に至る

と想定されている。

今回の調査で検出された築地および溝状遺構は，秋田城の外郭想定線とはま ったく異なる場所に

イ立置している。

今回の調査によって築地および溝状遺構が検出されたことにより ，新たにその性格の究明が今後

の課題となった。
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秋田城跡内泥炭層の花粉分析

'"一-減県農業短期大掛

日比野紘一郎

秋田城跡、第26次発掘調査地域内 (高清水小学校の東方，約 250m)で地表下約 135cmに厚さ 130

cmほどの泥炭層を狭在する有機質に富んだ堆積物が確認された。この堆積物の花粉分析をおこない，

堆積当時の植物的自然環境を認識する。

1) 試料およびC-14年代測定値

試料はトレンチの壁面よりスコ ップで20X15cmの角柱に切りとり， 実験室に持ち帰 り，さらに試

料の表面をはぎとり，花粉分析用の試料とした。また， C -14年代iHlJ定のために堆積物の表層と最

，それぞれ厚き 2cmを供した。 トレンチの断面はおおよそ次のようである。

地表面~深き 135cm 灰白色粘土

135- 165 微砂を含む粘土，わずかに砂を含む

165- 179 有機質粘土

179- 188 黒色粘土

188- 206 よく分解した泥炭

206- 211 未分解褐色泥炭

211- 228 褐色泥炭

228- 244 有機質粘土

244- 264 褐色泥炭

264- 灰白色粘土

このうち花粉分析をおこなっ たのは深さ135cmから264cmまでの厚さ 129cmの部分である。なお，

第26次発J屈調査地域内の泥炭層の広がりについては昭和52年度秋田城跡発掘調査概報(1978)に記

されてある。さらに，この報告書によれば，この堆積層は無遺物層であり， この層の上層の灰白色

粘土層，すなわち地表面より深さ 135cmまでからは須恵器，土師器， 赤褐色土器，瓦が出土している。

C -14年代測定は東北大学理学部地理学教室に依頼した。その結果は次の通りである。

深さ 135-137cm 1780::1::100 (T H-.650) 

262-264 3610土130(T H -651) 

1 -



花粉分析のための化学的処理はKOH-Acetolysis法によりおこなった。簡単に手順を記しておく 。

a )試料 1-2 gを遠心管に取り， lO%KOHを入れ，カ。ラス棒でよ くほぐす。

b )沸騰している湯煎中に15分入れる。

c )遠心分離機にかけ上澄をすてる。

d )残j査に水を入れ，ガラス棒でよくほぐす。遠心分離機で上澄をすてる。 2回くり返す。

e )氷酢酸を加え脱水，遠心分離。

f )無水酢酸と濃硫酸の 9: 1の混合液を加え， 湯煎中で5分加熱する。遠心分離。

g )残j査を氷酢酸で洗う 。遠心分離。

h )残溢を水で洗つ。遠心分離。 2回くり返す。

以上，処理した残溢の一部をグリセリンゼリ ーで封じて検鏡する。花粉および胞子を種類ごとに

数をかぞえて木本性花粉 (ハンノ キ属は多量に出現するため木本性花粉からのぞいた)を基本数と

して百分率で示した。

2) 結果および考察

主要な花粉，胞子の消長を図 lに示した。同定できた花粉および胞子は下記の通りである。

木本性花粉:マツ属，スギ属，ブナ属，ナラ属， クリ属，モチノキ属， トネリコ属， シテ属， ト

チノキ属，ケヤキ属， ミズキ属，サワグルミ属，オニグルミ属，エノキ属，カエデ属， タニウツギ

属，シラカンパ属，ツカ、、属，シナノキ属，ウルシ属，ヤナギ属，方、マズミ属。

草本性花粉・胞子:ハンノキ属，イネ科，カヤツリグサ科，キク科，ユリ科，セリ科，アリノト

ウグサ科，シソ科， ヨモギ属、カ"マ属，ワレモコウ属，タデ属，カラマツソウ属，ツリフネソウ属，

アカザ属。

ほぽ全層を通してナラ属が優勢でこれにクリ属が伴う 。しかし，詳しくみると深さ 165cmをさか

いにしてクリ属が急減し，逆にブナ属とスギ属が増加の傾向を示す。すなわち，この花粉分布図は

次のように 2帯に区分できる。

I帯 ナラ属ーク リ属帯 (深さ264-165cm) 

II帯 ナラ属ーブナ属ースギ属帯 (165-135cm)

( 1 帯〕

I帯の年代は泥炭の堆積し始めた約3，600年B.P.から上限は堆積物の堆積速度を一様として概算

すると約2，200年B.P.である。この帯はナラ属にクリ属が伴っている。この地域のナラ属はミズナ

ラあるいはコナラが考えられ，ク リ属はクリであり ，このナラ属とクリの組み合わせを考えるとナ

ラ属はコナラを推定するのが適当である。

現在，秋田県内の丘陵地はコナラ・クリ林あるいはアカマツー落葉広葉樹林の二次林となってお
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り，原植生を示すような残存林はほとんど残っていない。従って群落学的にもこの地域の原植生を

推定することは困難な状況にある。

秋田県内の3，000年B.P.頃の丘陵地における花粉分析の資料のほとんどはナラ属が優勢でこれに

ブナ属が伴う(辻 ・日比野 1975，川村 1977など)。 すなわち，秋田県内の丘陵地の大部分は恐ら

くミズナラにブナを混じた林であったと考えられる。このミズナラにプナを伴つ林に人為的干渉が

加われば標高の高い地域(約400m以上)ではミズナラ林になるが，これ以下の標高ではコナラ・

クリ林になる といわれている。これまで標高の低い地域での花粉分析の資料がいくつか報告されて

いるが，これらを見るとナラ属が優勢で、これに次いでブナ属，スギ属が高率を占めている。これま

での報告と比較すると今回の資料はナラ属が優勢で、あることは同様であるがクリ属を伴う 点に大き

な差異がある。恐らしこの地域は秋田城築城以前から，約3，000年B.P.頃からすでにかなり強い

人聞の干渉下におかれていたと思われる。しかし，一般的には，この時代にこれほどまで人間活動

が活発であったであろうかという疑問がでる。コナラ ・クリ林のよ うな二次林の成立は人為干渉の

ほかに風水害，山火事といった自然災害のもとでも成立する。あるいは，この二次林の成立は人為

干渉の結果ではなく， 自然、災害の多発地ということも考えられる。二次林になった原因については

現在のところ全〈判断がつかないが，全国的にみるとこれに類似した報告がある。これらの報告も

この点について明確ではない。植生の歴史を知る上でも重要な問題であり，将来，資料の集積を待

って検討してみたい。いずれにせよ，この地域は他地域にくらべかなり特殊な地域であることだけ

は石在かである。

泥炭を形成した湿原は粘土上に発達し，湿原周辺にはハンノキとヤチダモの混交林が繁茂し，林

床や湿原内部にはカヤツリグサ科のカサスゲ，イネ科のヨシなどが生育していたものと考えられる。

(II 帯〕

I帯との境界が約2，200年B.P.であり，ここから堆積物の上端，約1，780年B.P.がこの帯である。

この帯はナラ属が減少傾向を示し，クリ属が急減する。これに反し，ブナ属，スギ属，シデ属，モ

チノキ属が増加の傾向を示すことで特徴ずけられる。前帯のコナラ・クリ の二次林からブナ林の回

復がわずかではあるが見られる。さらに，この帯からスギ属が増加傾向を示すが，これは秋田県内

全域に見られる傾向で¥スギ林の分布を広げるような気候的変化がこの時代にあったものと考えら

れている。日本列島の後氷期以降のスギの分布過程を概観してみるとその増加時期は中国山地で

8，500年B.P.(三好ら 1976)，中部山地で5，000年B.P.(Js出ada1972)， 東北地方では 3，000~ 

2，500年B.P.(辻 ・日比野1975，辻 1977，川村 1977) である。今回の資料はスギ属の増加時期

が約2，200年 B.P.と前記の年代よりもいくぶん若い。 秋田市の北方約31km， 海岸まで約 1.7kmで

標高10mにある出戸湿原での結果では約1，250年B.P.(日比野ら 1980)とさ らに若い年代となって

いる。丘陵地の上部から山地帯における資料は3， 000~2 ，500年B.P.を示し，丘陵下部では 2，200年

B.P.，海岸近くでは1，250年B.P.と標高が低いほどス ギの分布拡大開始期が遅くなっている。単純

- 3 -



にはスギの分布拡大は山地から低地への方向性がつかがわれる。なお，現在のスギの自然林は桃洞，

佐渡，雄勝峠など山地深<，人間活動の及ばなかった地域に残存している。

4) まとめ

今回得られた秋田城跡内の泥炭層はC-14年代測定の結果，秋田城築城時よりなお 500年以上前

に形成きれたものであり ，秋田城が機能していた当時の秋田城をとり囲む自然環境を花粉分析で知

ることはできなかった。もっと年代的に若い泥炭層が得られれば，当時城内で栽培されていた作物，

植栽樹など種類や場合によって量などがあるいは判明したかもしれない。残念ながら今回は縄紋末

期から弥生時代の堆積物であったため秋田城跡発掘にかかわる資料の一つにはなり得なかった。し

かし，今回の資料はこの地域が比較的古い時代よりコナラ ・クリ林の二次林の成立するような条件

の土地であり，もしこれが人間活動の結果だとすれば古くよりかなり密度高〈使用されていた場所

に秋田城が築城されたといっ歴史的背景になる。

4)文献

1) 日比野紘一郎，宮城壁彦，高橋吉男，加藤君雄(1980):秋田県出戸湿原の花粉分析学的研

究宮農短大報告第27号

2) 川村智子 (1977) :スギ (Cryptomeriajaponica)の分布に関する花粉分析的研究(1 .秋田

県)花粉第11号

3) 三好教夫，矢野悟道，波田善夫 (1976) :中園地方の湿原堆積物の花粉分析学的研究 3.加

保坂湿原 (岡山県) 岡山理大蒜山研究所報告 第2号

4) TsuJくada，M.( 1972) : The history of lake Nojiri， Japan. Cann. Acad. Art Sci. vol. 44 

5) 辻誠一郎， 日比野紘一郎(1975):秋田県女潟における花粉分析的研究 第四紀研究第14巻

6) 辻誠一郎(1977) :秋田県玉川温泉地域の沖積世鹿湯層の花粉分析 東北地理 第29巻
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秋田城関係文献目録

凡例

(1) 本目録は. 1979年以前に刊行された秋田城関係の文献を収録したものである。ただし，新聞

記事は除〈 。

(2) 収録の法準としては r秋田城J r秋田出羽棚」とし、ぅ語薬のIHてく る文献を対象と した。

(3) 文献の配列順序は論文名の50音順とし，整理昏号をつけた。ただし 1-56までは，史料を--

括して年代l帳に記載した。最後に，人名別索':71と収録文献索引を十jーした。

(4) 本目録作成にあたっては，少しでも 多くの文献をと考え収集したが，まだまだ不備な点が多

い。今後本目録を少しでも充実したものにするために，御批判. 1ill教示いただければ幸いであ

る。

(5) 本目録は，小松 ，刊羽礼子が中心になり，他に同半務所1Ii11:員の協力を仰た。

史料名 刊行本名

続日本紀

大日本古文

続日本紀

日本後紀

類型庭園史

類型長国史
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28 1寛平五年間五月十五日 (893年) I日本紀略
29 I天康二年四月十一 日 (939年) 貞信公記

30 1天慶二年四月十七日 (939年) 貞信公記

31 I天慶二年五月六日 (939年) 貞信公記

32 1天俊二年七月十八日 (939年) 本朝世紀

33 1康保四年二月十一 日 (967年) 1魚魯懲紗

34 1天元三年七月二十三日 (980年) 1類焚符宣抄

35 I長徳元年十月二 日 (995年) I権記
36 1長保二年一月七日 (1000年) 1権記

37 I長和四年十一月四日 (1015年)
38 1文治四年九月十四日 (1188年)

39 1文治六年正月六日 (1190年)

40 I建保六年三月十六日 (1218年) I吾婆鋭
41 I元弘四年二月 (1334年) I南部家文
42 1延文元年六月 (1356年) 1新渡戸文

43 1天保十四年九月二十日 (1843年) 1寺内村記

44 1民部上東山道 l延

45 1兵部省諸国駅伝馬 |延喜式

46 1臨時一.諸宣旨 |西宮記

47 I臨時八，受苛責赴任事 |西宮記

48 1師大式赴任 |侍中排要

49 1式 |侍中群要

50 1除目イL勅任者 江家次第
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古今著聞集

倭名類要長銀、

倭名類衆室長、

新訂増補国史大系日本紀略

大日本古記録

大日本古記録

大日本古記録

新訂増補国史大系本朝世紀?

大日本史料ーの十一魚魯愚紗書

新訂増補国史大系類緊符宣抄受

史料大成権記

史料大成権記ー

日本古典全集下巻御堂関白記芸

新訂増補国史大系吾妻鋭宅

新訂増補国史大系吾妻鋭望

新訂増補国史大系吾華鏡空

中新訂増補国史大系延

新訂~補国史大系延喜王t!量

吉川弘文館

古川弘文館

吉川弘文館

吉川弘文館 1S54.4 .10 

吉川弘文館 1 S54.4 .10 

士川弘文館 1S54.4 .10 

吉川弘文館 IS52.9.10

吉川弘文館 1S52. 9 .10 

史籍集覧外編

史籍集覧外編

丹鶴草壁書侍中群要九

丹鶴叢書侍中群要九

続群瞥類従伝部江家次第四

放笑叢書北山抄六 |藤原公任

群書類従二十号合戦部

続群瞥類従伝部

岩波日本古典文学大系古今著聞集九

論 文 名 著者 ・編者 収録文献名 出版社 発行年月日

2157|細
新野直吉 みちのく歴史散歩盟国武河出啓日新社 S37.6 .30 

編

58 秋田 経済企画庁 |経済企画庁総介間 1S41. 3 
発局国土調査謀

59 秋田・秋田城跡 小松正夫 木簡研究創刊号 |木簡学会 |S54i125 

60 秋田浦考 大僑良一 秋田考古学第 5号 秋田考古学協会 S31亙号

61 秋岡男鹿の発掘 平安時代の民家 福山敏男 史林49巻 1号

62 秋田郷土年表 上法香苗 秋田県南秋田郡土 1S. 7 . 1 
崎女子小学校

63 1秋田県 小松正夫 考古学ジャーナル臨時.1¥"'1刊 ニュー・サイエン 1S54 .11. 30 
No.169 ス社

64 I秋田県秋田市秋田城跡 斉藤忠 日本考古学年報12 日本考古学協会 1 S39.3 
(第一次調査)

65 秋田県遺跡地名表 秋回県教育委貝会 秋田県教育委員会 S42.4 

66 秋図県羽後町足回遺跡第4次調査 板橋源 日本考古学年報19 日本考古学協会 S46.4 

67 秋出県雄勝郡足因遺跡城神廻り遺跡 奈良修介 日本考古学年報15 日本考古学協会 S42.3 

68 秋悶県郷土誌 秋田師範学校 S 8 . 9 .16 

69 秋悶県国郡沿革小話 大山宏

70 秋田県五城目町石崎遺跡 2城目町教育委貝| i五42h22 城目町教育委員 IS47.11 
発掘調査概報
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71 1秋山県史

72 I秋田県史資料古代・1j1世嗣

73 I秋回リ，L史上古部

74 1秋閏県史 中古都

75 I秋回県神社神道史

76 1秋田県新風土記

77 1 秋E1H~寺内町町勢婆覧

78 I秋田県における緊急発掘と
その問題点

79 1秋国県における古漬遺跡について

80 I ;秋四県に於ける械フs構造の
変遷と研究

1 1秋岡県に於ける館と9延滞の研究

狩聖H恋i後

狩野{恵蔵

秋岡県神社神i立史
編集委貝会

名取洋之助

寺内町役場

富樫泰時

ニ・~上礼子

伊藤郷人

伊藤鉄太郎

2 I秋田県における臆史研究の現状と |大和久碍ギ
問題点ト-)1佐川良悦

3 1 秋回日，~の紀年遺物 |奈良修介

84 1;秋悶燥の考古学(郷土考古学費聖書3)1豊島 昂
奈良修介

86 I秋岡県の土師穏について |小松正夫 |考古風土記第2号

87 I秋田県の歴史 |子供のための郷土
|史研究会

88 1秋田県の歴史 (県史シリーズ5) 1今村義孝

89 I秋悶県の歴史散歩 |秋田県の歴史散歩
|編集委貝会

90 1秋悶県南秋凹郡羽白目遺跡 |奈良修介

91 1秋田砂丘の砂丘地形と遺跡について |草薙祥子

92 1秋田市上新城の古代窯枇群について |上法香苗

93 1秋回市史 上巻 |秋田市役所

94 I 秋悶市史跡めぐりガイドブック |秋田市観光協会
秋田市文化財保護
協会

85 I秋田県能代市大館遺跡の調査

秋闇市高清水銀集土器

秋田市の遺跡と現況

秋国市の今昔新風土記

98 I秋田市付近の城塞遺跡

99 1秋田市北郊の条皇制遺構
一条里制施行の北限設定の試み-

100 I ;秋回城

101 I秋出城

102 I秋田城

103 I秋出城

104 I秋邸城

105 1秋凶城

106 I秋田城

秋i卦城跡

108 I秋凶城跡

109 I秋IU城跡

110 I秋山城跡
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日本考古学協会研究発表聖書

m-40 
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111 I秋田域社 斉藤忠

112 I秋田城跡昭和47年度秋田城跡 |秋田市教育委員会
発掘調査概報|秋田城跡発掘調査

事務所

113 I秋岡城跡昭和48年度秋悶城跡 |秋田市教育委貝会
発掘調査慨報 |秋田城跡発掘調査

事務所

114 I秋田城跡 昭和49年度秋田城跡 |秋田市教育釆貝会
発掘調査概報 1;秋田城跡発掘調査

..，.t-:-務所

115 I秋田城跡昭和50年度秋田城跡
発掘調査概報

116 I秋回城跡 昭和51年度秋田城跡 !秋田市教育釆員会
発掘調査概報 1;秋田城跡発掘調

117 I秋田城跡昭和52年度秋田城跡
発掘調議概報

118 I秋回城跡昭和53年度秋田城跡
発掘調査概報

119 I秋田減跡外郭について

120 I 秋田城跡か ら和銅閥J~;

121 I秋田城跡出土瓦について

122 I秋田域社出土石製品

123 I秋田城跡出土土器(1)
一土師器杯についてー

務所

小松正

笠島昂

小松正ご

日本考古学辞典 (日本考古 |東京盆出版
政協会)

S37.12.15 

東北史学会1974年度大会プ
ロゲラム

秋田市教育委員会 IS48. 3 

秋闇市教育委会会 IS49. 3 

秋凶市教育委会会 IS50.3 

秋田市教育委只会 IS 51. 3 

秋田市教育委員会 IS52.3 

秋田市教育委員会 IS53.3 

秋回'm教育委貝会 IS54.3 

考古学ジャーナルNo.l39 Iニュー ・サイエン 52.8.30 
ス朴.

*北考古学の諸問題 (東北1*出版1ti楽社
考古学会制)

秋田考古学部11号

秋田考古学第32{j-

秋凶考古学協z

51.10.15 

。S33.12

124 I秋田城跡出土土総(2) 日野 久 |秋田考古学第33号

秋BJ考古小協会 I S50. 3 .20 

制|考古川会 山 1I 
125 I秋田城跡出土土器(3) 石郷岡誠一 1;秋旺l考古学部34..35介tlt-号

126 秋閉城跡出土の木簡ー 秋悶城跡発振調査 1:考古学ジャーナルNo.l60

127 I秋田域社出土の文様瓦

128 I秋悶城跡第一次調査概要

129 I秋田城跡第二次調査概要

130 I秋田城跡第三次調査概要

131 I秋田城跡第四次調査概要

132 I秋問城跡第 3次調査

事務所
平川商

務良修介

斉藤忠

斉藤忠

斉藤忠

r藤忠

加藤孝

133 秋田城跡、第 5・6・7次発掘調査説明 |秋回市教育委員会
会資料 |秋凹城跡発掘調査

|事務所

134 I秋問城跡、第9次発掘調査説明会資料 1:秋田市教育委貝会
秋国城跡発掘調査
事務所

135 I ;秋川城跡、第10次発掘調査説明会資料

136 I秋日j城跡節目次調査中間報告 |秋田市教育委貝会

137 I秋田城跡第18次発掘調査現地説明会|秋国市教育委員会
資料 |私回城跡発掘調査

|事務所

138 I秋山城跡第四次発掘調査現地説明会 |秋田市教育委貝会
資料 |秋田城跡発掘調査

|事務所

139 I秋日j城跡第21次発掘調作現地説明会|秋国市教育委員会
資料 |秋岡城跡発掘調査

事務所

秋回考古ザ・第11号

東北考古学部 2輯

- 4 -

秋凶考古'下協会 S53.1 

ニュー ・サイエン S54.4 .30 ! 
ス社 l 

秋凶考古学協会 I S33.12 1 

文化財保議委員会 IS34. 

文化財保~~委口会 I S35.8 

文化財保議委員会 IS36.8 

文化財保護委民会

*北巧古学企



140 I秋凶城跡第25次発掘調査現地説明会 |秋田市教育委只忌
資料 |秋田城跡発帰調子t

事務所

141 I秋回城跡調査中間発表資料

142 I秋凶城向上に就いて

143 I秋田城祉に就いて

144 I秋岡域社について

145 I秋田域社の瓦類について

146 I秋田城i祉の研究目録

147 I秋田城跡の第17次調査が終了

148 I秋田城跡の発婦を終了して

149 I秋田城跡発掘見聞記
150 I秋田城跡発掘調査

斉藤忠

武藤.'f!IS 

大山宏
深沢多市

伊藤鉄太郎

上法香苗

大山宏

化財f~ 1I集委 iiiょ

秋Hl考古会々誌 1巻3号 |秋1:13考古会

秋凶U，己史蹴調査報告第酌戸号|秋凶県

秋凶考古学第11号

秋岡考古小銃11号

秋旧市教育委日会| 古々'下ジャーナルNo.115

斉藤忠 I11本経史176

新野直吉 |古代文化3巻9サ

秋凶城跡発掘調脊|秋岡考古学会報No.7 
事務所

151 I秋回城跡発掘調盗略報 |小松正ラ

152 I秋田城跡発掘調査略報 |石郷岡誠

153 I秋田城跡発見土器選書銘集録 |大川
(其ー)

154 I秋田城駈略考 (県内鉄道沿線史蹟) I大山 宏

155 I秋田城 ・雄勝城関係鋒遺跡について |新野直吉

156 I秋田城関係古文献抄録 |板橋源
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164 I ;秋悶城史蹟指定の前奏曲

165 I秋関城制連年代考

166 I秋田城と新城

167 I秋回城と地名と道路

168 I秋田城について(一)

169 I秋田城について口

170 I秋回城について∞

171 I秋田城の位置に関する持説

木村松軒

木村松軒

沢喜市 ・大山宏

秋田県史蹟名勝=
然記念物調査会

栗田茂治

莱回茂治

狩野徳蔵

ヲ矢良I;l之助

板橋源

佐藤与市

佐藤与市

半回市太郎

半田市太郎

岡市太郎

板橋 il!A 

173 I秋田城の大安鋲兵銀城夜叉法

172 I秋悶城之記並古跡遺跡 |大友道恒

1左藤与111

174 I秋図城の築城

175 I秋岡域発掘におもう

176 I秋田城をめ ぐる諸問題

秋間人物伝

178 I秋因子年瓦完

179 I秋田大河の変動と秋凶城

180 I秋田だより(1)

伊藤郷人

誌を良部之助

高橋富雄

山方泰治 (11s徹)

烈沢道形

佐藤与市

日樫泰時

秋閲考古学会報NO.3

秋田考古学会報NO.6

羽城55号

北奥古代文化2

秋凹市案内

秋凶考古小協会

秋出考古竿協会

ニュー ・サイエン
ス社

H本!長史午会

古代小協会

秋山考古学協会

秋回考古学協会

秋回考古小協会

秋悶城跡調炎団

秋凶l県立秋凶中a:
校内校友会

秋出城跡調炎団

秋凹市役所
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記
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念
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回

記
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然

秋
号羽
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文土郷国秋

株主義6号 |点山文J，j{

「秋田寺内旧制誌」に所収 |

秋田郷土文化創刊号 |秋悶郷土会

手大学学芸学部紀婆17巻
1部

出羽路第問 |秋IA県文化財閥
協会

出羽路第22号

秋田文化8-48

秋出文化10-49

秋田文化11-50

岩手史学研究33号

出羽路抗26ザ

秋闇市付近の遺跡、

秋田巧古学:第21号

日本歴史281

510.8.3 

S 14.6 . 1 

T 15.10 

M3 

14. 6 . 1 

35.10 

38.12.10 

秋凶り県己文化H財オf保栄J
協会

「秋凶文化」の会 I535.8.25 
「秋凶文化」の会 I535.10.10 
「秋lA文化」の会 IS35.11 
岩手大小史学会 I S35.4 

秋rn県文化財保漣
協会

伊藤郷人

秋山々古7・協会

山 4 ー山

"，) ;心、勾!.

32.6 .30 

37.9. I 

46.10.11 

「新秋113叢(r-J第3巻 (昭
和J46年)に所収

問路節制 |秋以りは化財保趨 IS39.10.31 
協会

考古学研究第26巻 3号 (;且 |々 古'学研究£
巻103号)

54.12.31 
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秋凶断1M即ち天長大J也誕の !大橋良 ー
iMi娠に就いて |

秋閏地方のt中積層 1 )様岡ー . ~

秋田寺内旧制誌 |鎌田正苗

184 I秋閏寺内村の古跡 ・寺内村古跡記 |人見焦雨
|鎌凹正苗

185 I秋田陶芸史稿 |小野正人

186 I秋朗陶芸の落穂 |小野正人
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191 I秋聞の古代遺跡

192 I秋自の古代城柵

193 I秋凶の土と人 土之巻
194 I ;秋閉め陶世

195 I秋田の誇

196 I秋聞の歴史

197 I秋凶の歴史

198 I秋聞の歴史

199 I秋岡撲のう つ りかわり

200 I秋田むかしむかし

201 Iアサヒグラフ

202 Iあづま みちの〈

却3I天野i原一 コレクション図録
一 考古図録第4集-

204 I新屋町郷土誌
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207 I胆沢城

208 I石崎遺跡、

小野正人 ! 

井上陸明 | 

秋悶県立博物館 | 

秋田魁新報社企jilij

委貝会4務局
新野直吉

門t:11光夫

安藤和Jl~

地理学評J命3巻 δす

日本地質学会等連合学術大
会総会討論会資料

寺内村旧跡、滋S

鶴舞24
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獄山司

会

保

協

財
ザ

化

古

文

考

市
回

荘

会

秋

本

協

加賀谷i!}J古

鹿史因。呼社

秋旧県立博物館

秋凶魁新報社

昭和54年度日本社会科教育 |全日本社会科教育
学会第29回日本社会科教育 |研究会
研究会第28闘合同大会社会
科教育研究発表要行~録

教脊秋田311

小野進

秋凶県教育委員会 |郷土文化読本第 2.jj，S

羽域第69.1，ま

半凶市太郎

築山小学校六年間 |久保悶以風土記

組共同研究

読売新聞社秋1J:l支

局編

佐藤与可j I出羽絡第28サ

秋田魁新報社文化

部

朝 日新聞社

唐木)11負i

秋悶県立博物館

辻永佐秘ifi

大山宏

大山宏

高橋富雄

岩見誠

秋回考古会々誌2巻6サ

秋岡考古会々誌3巻 11;. 

秋岡考古宇会報lNn2

209 1:石崎遺跡発蝦調作報告官 l.:ti城 目町教育委貝
部1回~第 3回合報|会

210 I必人感覚から奥州意識への展開 |及川俄右衛門 |岩手史学研究121j-

211 I必伴 ・伴凶の考(ヨ完結 1:喜回貞吉 |歴史地理23巻 5号

212 1 .宍手 I}，~ 史 上占制上代編

213 I ::(_J船棚おぼえが

215 I 5))]後町郷土史

214 I羽後町河辺倒;小阿池村発見の古漬二五|武百長一郎
類に就いて

216 I ;T.li表町佐川遺跡発効i訓点概報
217 I羽秋秋11:1守内古城之lχl

羽後町郷土史制纂

委貝会

秋田県教育委員会

東北文化研究紀要2号

54.11. 27 

52.7 . 1 

51. 3 

53.3.15 

54.10 

秋田県教育委日会 IS50.6. 10 

秋旧郷土会 I S 6 . 7 .1 

秋凶県教育委u会 |
秋凶県立秋川 '1"下 IS 14 .12. 25 
校校友会 | 

秋山県地域社会研

究会

|築山J小lトド、ゾ，‘下校

|川::，，1

秋叩 l引!，日，~文化 i財!吋オ刺f仇似h祇札恥;しいtI必l盤
協会

秋凶魁新f.lHI:

制H新聞社

'1'央公治社

秋川県立博物館

秋凶di役)Ifr新民け1
4長)ifr

秋111考古会

秋HJ考古企

l字削t
秋凶考古'下協fk

S28. 8 .20 

31 

40.4 .29 

40.11.15 

40.8. 1 

54.12.2 

49.9. 1 

54. 1 .21 

17.3.15 

8.5 

9.7.20 

h城目町教育委以 IS50. 5 .10 

46.11.20 

49. 1 .15 

秋悶考古会々It.I.2巻 lサ l秋凶A考古全

羽後町教育委員会 IS41.::I .31 

3 . 2 .20 

36. 1 .5 

45.3 

秋山県教育委以会 IS 39.4 .20 
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斉藤忠 日本歴史199 H本歴史伶 |S39121 

219 I駅路考 茂木久栄 出羽路第31号 秋出リ11~文化財保泌 S41.1O.31 
協会 l 

220 蝦夷 ( 日本陸史叢~I} ) 高橋市雄 古川弘文自H 。S38.1O.30

221 蝦夷一古代史僻究 ・第一集 古代史J炎z話会

222 蝦~ *~じの源流 河北新報社制¥sI，，} 

223 蝦炎史料 東北大予東北文化 |
術究会

|吉川弘文館 I S 32. 9 .10 

224 蝦夷征討 大塚徳郎 '1'-安初Jtll政治史研究 古川弘文郎 S44.3 

225 蝦尖征討と交通路 福凶制I巡 ぜ~7乙15 S47.ll.l 

226 蝦夷征伐の段階について 高橋高級 tl 1>:朕 ~114 S32.12 

227 蝦夷の階級社会小考 制U.I{j陪 秋1J:l考古・f:抗11J，J' 

228 蝦夷の何1町民1J1fn 新型f直吉 神道小30~J 神道学会 S36. 8 . I 

229 蝦:起のほ抗とその背景 氏家fU~叫 文化19の 5 S30.9 

230 蝦長の反乱ーその，liji;'t- 門脇禎 立命館文学96

231 蝦夷のー反「乱元と律令凶家 |佐藤宗誇 平安前期政治史1r~ 説 I ~巨大出版会
壊の乱」を中心として一

232 蝦夷の反乱と律令国家の崩唆 佐藤宗諒 史+本50の 3 I S42.5 

233 奥羽古史考証 藤原相之助 ふ:k. .;~.: I'~:J}J 

234 奥羽地理沿革考 (承前) 阿凶鰐 史学雑誌第 5制11号 史学会

235 奥羽の動訴しとf字書f 村尾次郎 律令財政史の研究 手;川弘文館

236 奥羽北部米作起源僻究め近業 新野直吉 日本上古史研究第 2在部 6 H本卜 r'.J.¥t研究会

号(.iill巻18号)

237 大館遺跡発掘調査概報 能代市教育委貝会 能代J!i教育委u会
238 大館遺跡第4次発掘調査概報 能代市教育委員会 能代;Ij教育委H会

239 大曲町郷土史 高垣保吉 問附 l S9515 
240 雄勝羽後町土館地区遺跡調査報告 奈良修介昂 出羽路第20-'i5・ 秋凶リI~ 文化財保泌 S38.8.15 

豊島 協会

新野直吉 秋田地方史の研究 似 14 |凶 6.15 

242 雄勝村雄勝城関係資料 柿崎隆興 羽後町教育安以会 S43. 9 

243 雄勝村と維勝械の遺跡、について 柿崎隆興 出羽路第13号 秋川県文化財保泌
協会

: 244 奥六郡と清原氏 庄司法 立正史学38

245 奥六官11と清原氏について 庄司治 古代文化28巻 1り 古代小協会 S51. 1 .20 

246 雄物川住米誌山 佐藤清一郎 秋HI文化:I¥1:tJi S53.11.10 
シリーズ秋田の民衆史(3)

改訂新屋郷土誌 改訂委新貝屋郷土誌編| I H古神社 I S45.11. 3 
纂会

I 248 各駅停車全国歴史散歩 6 秋田県魁嗣 かI川

249 角館誌第 1巻考古 ・古代嗣 工藤雅樹 秋凶県角館関f1笠j~j I S 54. 3 . 20 
内「角自I(，誌，.J刊行会

2501附:と官位制…て 阿倍義平 *北考古宇の諸問題 東北fJi ~幸t 梨H:

251 角川 H本史秤典 背柳光好 角川 11 ~)，li S51. 5 .30 

竹内攻

I 252 川西町道伝遺跡発侃調脊 川凶町教育委貝会 川!川町教育委H会 1S54. 8 . 7 
現地説明資料

253 河辺郡 ・南秋出t111 吉凶点伍 大日本I也?'，k'Ur.凱 5f1tJ-の ド '/;Wl，I::，，} 1 M40.8 げ

254 河辺郡郷土史説本杭 占 来日1茂治

I 255 河辺郡に於ける出土物 菜111}主的 秋間考古会々誌 秋川巧・合会 TI4.ll.30 

256 河辺)(.fに就いての考察 武必 .011 秋lR郷_I'.;低i，fi 秋川~，~Iχ1，1::fiI(協会 S 9 . 3 . 5 

I 257 かわらの夫 大川市 社会思氾lH S41. 7 .15 

258 1 7[;躍の乱 新野直吉 秋大史学15 秋凶大学雌弘子γ・61f1 S43. 3 .30 
./_ノUし2γ…叫 新野直吉 臆史41

260 I J[;攻;の月しをめ ぐる.ベ :の問題 'j~j' I巨武 北!処古代文化抗 6~・

261 I l\' IEI~竹土特妹神札制 神紙院 S 16.3 
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262 I巻之九ー凹秋田城

263 I城輪棚跡出土佐木の"c年代 |加藤稔
をめぐって i米地文夫

進藤重記 出羽国風土略記

山形考古第 2巻第4号

49.3.20 

S51. 5 .31 

264 I城輸の出羽棚祉 |阿部正巳 1;秋回考古会々誌3巻 5号 1;秋凹考古会 I S 6 .12.20 

265 I記念刊行秋田域社が指定史蹟となる|寺内町役場 I I寺内町役場 I S10.11 
まで I I 

266 I郷土研究紀要 |秋田県女子師範学 I I秋田県女子師範砂
校 I I校
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273 I郡街跡

274 I郡司制展開の諸形態

275 I纂術新潮4
276 I交易史上における秋聞の位叩

277 I ;考古学から見た東北の古代寺院

278 I広辞苑第二版補訂版

279 I光明皇后 日本を創った人々 2
280 I高野出土の盤瞥土器
お1I古瓦

282 I国府 日本歴史重要性25

軍l民百科事典1

及川儀お衛門

藤原、相之助

大山宏

足利健£

代秋田の地理的環境 |大橋良ー

古代蝦夷 ーその社会構造ー I i白幡宮雄
古代国家と辺境 |高橋富雄

代城柵に関する試論 |平川 博j
ー「古代国家と辺境」へのアプローチー i 
古代城柵の立地条件 I板橋源
代地名辞瞥日本地理志料 !郎岡良弼

古代東北史の人々 !新野直

代東北城棚再論 i平川
古代東北城柵の特質について |平川 南
一建都との|期連を中心として一

代東北地方の城柵相互間に
みられる位置の関係

代東北における建都と城榔
一 出羽国雄勝郡を中心lこ-

300 I古代東北の開拓

301 I古代東北の開拓

302 I古代東北の戦史
中央町.対現地勢の一千年

坂町泉

関口明

新野直面

伊藤玄一

新野直

303 I古代東北の地域中心研究の |新野直
近業によせて

新版考古学講座6

史キ本46巻 2号

東洋学術研究第18巻第 3号-

秋田考古学第26号

岩手史学研究2号

秋岡郷土議話

平社 I S54. 9 .20 

仁賀保町公民館 I S42.1 .10 
ウ文館出版 I S43.2. 5 

今文館出版

S25. 8 .15 

協和村教育委只会 IS43.12.20 

38.5 . 5 

雄山間

史学研究会

S45. 8 .20 

S 37. 3 . 1 

S54. 7 .30 

秋H3社会開発研究 IS53.6 .16 
A 
:r:: 

山波...~)苫

S54.6.30 

S51.12. 1 

S54.7.30 

S42.7 .31 

S43.11.10 

F
D

nu
 

q
L

'
I
 

?
-
n
u
〉
，

l

l

;

 

A
匂

'

i

6
aT

A
u
-
R
u
n
L
 

p
a
p
a
 

ムエ学史手
山
一

秋出り，L囲内館協会

秋田郷土議話 |秋凶県図件館協会

史地理学 藤岡謙一郎制 I:(i)J合計府
秋出考古学協会

岩波講座日本歴史古代3

原始古代社会研究W

白代文化7巻4号

研究紀要第 5巻

研究紀聖書第 4巻

東北文化研究紀要10号

続日本紀研究202号

歴史18

歴史残花 長谷川オ-次嗣

史林47巻 3号

学生社

口川弘文自立

-*北歴史資料館

東北歴史資料館

東北学院大学東北
文化研究所

絞日本紀研究会

塙主房

寺本社

36.12 

M36 

53.6.10 

54. 3 .30 

53.3 

54.3 

54.4 . 1 

44.11.30 

34.3 

51.12.5 

39. 5 



304 I古代東北の地域中心に関する |藤岡謙二郎

の歴史地理学的調査と問題点|足利建売
桑原公徳

305 I古代東北の願者 (中公新書)

306 I古代東北のフロンティア

307 I古代東北発娼

新野也ロ

山田安彦

伊東信雄

308 I古代における海道地方の政治と文化|三宅宗議

309 

310 

311 I古代の百姓

312 I古代の燥とその遺跡

313 1古代の由理 (第 l回)

314 I古代の由理 (第2回)

315 I古代の由理 (第 3回)

316 I古代の由理 (第4回)

藤岡謙二郎

伊藤信雄

柿崎陪輿

I可橋高雄

新野Iトム

新野直

新野t且口

新野直吉

317 I古代北羽の仏教弘通 |新野直口

318 I古代末期の反乱草賊と海賊 |林陸朗
教育社歴史新骨〈日本史) 3 1 

319 I古墳と歴史時代初期 |村越 潔

320 I今年度の県内の主な発掘

サI321 I最近の東北古代史研究
行 1322 1在地豪族の東北支配

323 I最勝と古iII:旧制

324 I被新地理学辞典

考古学部会

大塚徳郎

新野直吉

堀井汀水

藤岡謙二郎

325 I最新秋回県史 |佐々木三次郎

326 I (座談会〕史跡の保存をめぐって | 

327 I坂上大宿禰回村麻呂考 |板橋源

328 1坂上回村麻巴 日本の武将 1 1 亀田隆之

329 1坂上回村麻巴と胆沢城との周辺 |佐々木博康

330 1働社管見 |後藤宙外

331 I棚戸考 |板崎源

人文地理VoJ.15No.3 

矢本町史第 1巻古代

111央公論社

古今川院

学生干上

矢本町

大明堂

「日本の考古小Jvn聴史時 |河出件出
代(下)

tB羽路第29号

日本考古'学 ・古代史J命取 |古川弘文館

鶴舞25

鶴舞26

鶴舞27

鶴舞28 本荘rh文化財保"
協会

日本仏教14

教育社

「森県の文化シリーズ 1J.以|北方新社
始時代

S37 

S52 

S50. 3 .15 

秋大史学15 秋出大学歴史'学研 IS43.12.20 
究会

古代文化4巻 5号 |古代学協主

古代の地方史第6巻奥羽制 |朝合m?i

秋図案内 |秋t日民報社

大明j~~:

秋問公論社

日本歴史228 I日本歴史ヤぷ
岩手大学学芸学部研究年報
第10巻 l部

秋凹考古会々誌 2巻 5.!;j-

岩手大学学芸学部研究年報
第2巻

人物it米社

35.5 

31.10.10 

42.5. 1 

31.11 

42. 2 .20 

50.5 

6 .12.20 

16.7 

332 I寺院祉研究の現状 |内藤政恒 |廃史教育10- 3 37.3. 1 

333 I史跡秋田城跡現状変更による |東北電力株式会社
緊急発掘調査略報 |秋田支庖

334 I史跡秋田城跡出土品収蔵庫 |小松正夫 |郷土文化読本第4拠

335 I史跡秋閏城跡地内における日本屯信 !日本電信屯話公社
屯話公社m設工事報告啓1*北電気通信局

336 I史跡秋岡城跡の第4次発掘調査計画|文化財保護委貝会|文化財情報部35号
まる

史跡秋田城跡保存管理計画 |秋剖市教育委貝会

柴出常悪 考古学:講座第17巻

339 I指定史蹟払回概|批 |上凹三平

340 I白い国の詩 〈歴史編) 1東北電力株式会社

家庭と屯気特集総集編

*北屯カ株式会社
秋凶支J;l.i

秋山県教育委u会 IS50.12 
日本~1i1， t屯話公社 I S46.3 
東北屯気.ilfii，iJ"J

化財保説委民会 IS37. 6 .20 

秋凶di教育委日会 IS53.3 

問史議開会
雄山|拡l

4 .8.10 

6 . 8 .20 

東北屯力株式会社 IS53.9 .10 

341 I城の発達 日本考古学の視点m 斉様 |日本 I~r-絡
忠編

49.11 

342 浴i鉄郎 ー二溺i鉄郎
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343 I出土器と城塞 |伊藤郷人

344 I :城郭及び域社 |大類 伸
鳥羽正雄

345 I城棚紡4げ先の現状 一 東北地方一 |板橋淑

346 I城柵祉と館祉 |工藤雅樹

347 I城概の設置 |坪井消足

348 I昭和51年度における秋岡県内の |岩見誠ニtユ
発掘調査 |

349 i上代 「由理駅」に|摘する管見の序説 |新野直弘

350 I少年南秋田部史 |莱悶茂治

351 I条盟制施行地域の北阪をめぐって |神 英雌
一建者11時期からの一考察ー|

352 I昭和37年の日本考古学界を |中川成夫
かえりみて |

253 I 11百和47年度秋聞城跡発掘調査概要 |小松正ーl

354 I神宮寺八幡神社の棟札に就て

355 I新訂日本考古学図鑑

356 I新版郷土史辞典

357 Iシンポジウム歴史時代の考古学

358 I水駅ならざる水駅

359 I推定古代書11街祉 「石崎遺跡、」 の
調ヨを概報

360 Iずい箪として土崎という 地名に
思うことども

361 I 須 !l~系土器について

362 I菅江真澄 朝日評伝選14

363 I菅江真澄翁と陶磁

364 I背江真澄随錯集 *洋文庫143
365 I菅江真澄と秋岡

366 I図説学習 日本の歴史 2

367 I図説世界文化史大系第21巻日本II

368 I図説日本の歴史 3古代国家の繁栄

369 I 世界考古学~l~典ω

深沢多I打

斉藤忠

大塚史学:企

坂詰秀

新野直

門間光夫

池田長1i郎

桑原滋郎

秋元松代

小野正人

内岡武志

凶問虎之助

竹内.f!l!.:， 

下中邦彦

370 I前九年役と後三年役 |阿部精

371 I前九年 ・後一年の役とその周辺 |新野直口

372 !戦後東北地方史研究の動向と成果 |盟国 武

373 I戦後における古代東北城棚の研究 |佐々木博康
374 I 1960年の歴史学界 一 回顧と展望一 |桜井消彦

日本史

375 I 1965年の歴史学界 一回顧と展望一 1:坂詰秀
日本史 1

376 I 1975年の臆史学界 一回顧と展望一|三給事タ
日本史

377 I fUI北の眠法:

378 I総合郷土研究秋凶以

379 I統秋凶むか しむかし

一ー森英逸

秋田v，t r.r~範学校
秋田県女チ師範学

校

秋岡魁新報社文化

育11

タ
fr 

対必IHi題をめぐる)L世紀，jijr判明の |新野直吉
東北情勢

体系Ll 4: 史詩 ，' ~4法制史 |石井良助

秋田考古学第 5号

考古学識座第 9巻

歴史教育10ー 3

秋田考古学協会

国史議習会
雄山間

地方史マニュアル考古資料 | 柏 ~~~ )Jj
の見方遺跡編

平凡社世界考古学大系4

秋大史学24

鶴舞12

秋大史学会

I S52. 3 .15 

! S36.7 .31 

本荘市文化財保滋 IS38.8.5 
協会

石川会 I S31 
同史学術究第 2号 |竜谷大学医!削除iS51 9 
歴史教育1ト 3 I IS38.3.1 

東北史学会1972年度大会プ
ログラム

秋出考古会々誌 l巻 4サ |秋出考古会

川弘文館

朝 ~ì ~作Ifi

''f:生社

東北以~..{:会

秋III大マ:朕弘:午~If I 
引~ L>.. I 
7L:Z;; I 

寸:附~談合 1 

*:1 \版 4;~[来社 4 

臆史28J;j-

秋大史学15

土崎史談10

東北考古学の諸問題

制1-1新聞社

秋閉考古学第34.3州制 |秋川考古.，{:協会

fJUJ. 

JmJ'l 谷川1，Ii

UF.文社

角川，'n，l1
焼失社

ヂJt社

奥羽沿1(i.民:泌 Uノド順史地 IL.hOI:
理学会制 | 

史元 日本古代史研究会会 |史J乙企
誌第16号 | 

文化24一 1 I以北大'γ:文'下手二
苦手史小研究40号 | 岩手大小~'{:会

以~ -:t雑誌70制 5 1;. I ~.下会

史学:雑誌

史学雑誌85嗣 5J，j' 

日本腰史237

~小企

史ザ:ゴヒ

森印刷l

:光:;~: ，rWí

秋凶魁新報社

山川IHMifl:

T15. 7 .1 

30.2. 5 

44.2.15 

46.9.10 

39.3.:n 

43.3.30 

45.5 

51.10.15 I 

52. 5 .30 I 

53. 1 

44.7 .10 I 

35. :3 .31 

37.6 

36.5.20 

41. 5 .20 

51. 5 .20 

5.3.9 

14. 4 .15 

42.5. 1 

43. 2 

39.10.15 

ハU



382 第5回古代城概官街検討会 後藤勝彦 考古学ジャーナルNo.160 ニュー ・サイエン S54.4 .30 
ス社

383 多賀城 岡田茂弘 歴史公翁10 elt山保1 S51.1O. 1 

384 多賀城 秋山元秀 空からみた歴史民鋭 矢守 大明~;:t S51 
一彦編

385 多賀城跡出土の 「漆紙」文舎につい 平川南 暦史と地理279 山川:1¥版社 S53.12.20 
て

386 多賀城跡調査報告 I 多賀城教育委員会 吉川弘文自白 S45.10.15 
一 多賀城廃寺跡一 多賀城町

387 多賀城跡と東北城柵の発掘 桑原滋郎 臆史手取'j5巻5号 1，者:出版 S52. 5 . 1 

388 多賀城・棚 平川南 古代文化と地方第 2巻地方 文一総合出版 S53. 2 .15 
文化の H 本法~ 2 (門脇禎 二
編)

389 多賀城古瓦草創年代考 内藤政↑d. 文化18一 l 東北大学文q:全 S29. 1 . 1 

390 多賀城と秋閏城 新聖子直吉 東北:1¥版 S34.9.10 

391 多賀城と秋田城 平 重道 みちのく の腔史 S54.5 

392 多賀城と関連遺跡 東北歴史資料館 東北歴史資料館綴 S53.11. 3 
~~会

393 多賀城と古代日本 東北歴史資料館 宝文3i: S50.10. ) 
多賀城跡調査研究
所

394 多賀城と玉造等諸柵 佐々木茂楠 国史談話会雑誌 1.tI史談話会 S48.2.28 

395 足回遺跡第 6次発掘調査略報 羽後町教育委員会 羽後町教育委員会 S47.12.20 

396 足回門悶遺跡発掘調査報告書 羽後町教育委員会 羽後町教育委民会 S47.4 

397 地域考古学界的動向・秋図県 富樫泰時 考古学ジャーナル118 ニュー ・サイエン S51. 2 
ス社

398 地形の変化と史跡 大僑良一 秋凹考古学第 2号 秋聞考古学協会 S 30.10.10 

399 地方官街と城棚 坪井消足 古代史発掘 9 議談社 S49.4 .8 

400 地方史研究の現状東北(1) 高橋富雄 日本歴史191 日本臆史-::j:会 S39.4. 1 

401 地名のはなし 秋固め地名 三浦鉄郎 つー光~~: S48. 3 . ) 

402 中世奥羽の世界 大石直正 東大出版会 S53.4 
小林清治

403 鳥海山史 姉崎岩蔵 'k品観光協会 S27. 6 .20 

404 鎖守府管師考 板橋源 岩手大学学芸学部研究年報 S30.3 
第8巻 1部

405 土崎中世史考 上法香苗 上法香前 S 8 . 3 

406 土崎発達史 今野賢三 今聖子賢二 S 9 .12.25 

407 土崎j奏陶片ものがたり 小野正人 出羽路第46号 秋EI:Il!P<文化財保護 S47.2.28 
協会

408 土崎港町史 加藤助吉 土崎出d長所 S 16.12.15 

409 手形山窯跡 秋岡考古学協会 秋!日々 古今協会 S50.2.28 

410 出羽国司め性格 秋田城介の場合 今村義孝 秋大史学:1 秋凶大学歴史学研 S 27. 3 .15 
?'þし ~三

411 出羽国府選廃考 吉岡東伍 歴史地理10巻3号 M40.9.10 

412 出羽国府 一城輪祉発掘調査ルポー 斉藤温 歴史手帖 2-) S49. ) 

413 出羽国府の行方 佐々木首翁 S40.5.20 

414 出羽国府論 平川南 研究紀要W 多賀城跡調査研究 S52. 3 .31 
月}

415 出羽国 今村義孝 総合地方史大年表北海道 人物佐米社 S42.2.15 
-東北地方

416 出羽国 井上過泰 上代歴史地理新考 三省立 S18.6.30 

417 出羽の国 新型T直吉 学生社 S48.7.10 

418 出羽国雄勝城考 板橋源 出羽路第17号 秋田県文化財保護 S37 
協会

419 出羽概と秋岡城 新野直吉 古代の日本8東北 角川{'刊号 S45.10.20 

420 出羽棚と大室ZE 保角里宏、 山形考古第 3巻第 2号 山形考古会 S54.5 . 3 
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421 I出羽の古代交通路研究の回顧と展望 |山田安彦

422 I寺内神屋敷録集土器について

423 I寺内旧跡記

424 I寺内高野の製鉄枇

425 I寺内古城官

426 I寺内村旧蹟全図 附旧招魂地図

岩見誠失

鎌田正菌

根回信隆

大久保盛政

427 I天長地援と秋田河 |武藤一郎

428 I天平期における対英政策について |工藤雅樹
429 I天平九年紀四月十四日条一節の試解 |新野直吉

430 I天平宝字三年紀九月二十六日条私解 |新野直吉
辺境の建郡と置駅とによせて|

431 I天保十四年九月二十日 |高橋貞房

432 I東北 |伊東信雄

433 I東北開発史

434 I東北古瓦図録

435 I東北古代史の性格
一 東北古代史の中から-

436 I東北古代城柵に附設せられた
焼櫓跡について

437 I東北古代史像の形成
438 I東北古代史と城柵

一 城柵の虚像と笑像-

439 I東北古代城柵の特質

440 I東北古代城柵の諸問題
441 I東北古代城柵関係史料雑考

442 I東北古代における城棚と郡界に
関する問題

443 I東北人

444 I東北城柵祉をめぐる二 ・三の問題

445 I :東北大戦争時代 一 東北の動乱-
446 I東北拓植の進捗
447 I東北地方・古代

448 I東北地方古代城柵官街の外郭施設

449 I東北地方出土の木簡について

450 I東北地方における郡の成立

451 I東北地方における考古学の成来と
蝦夷の種族論

452 I東北地方における末期古墳の様相

453 I東北地方の合口埋ま更遺構について

454 I東北地方の沿革

455 I東北地方の陶硯

456 I東北地方の平瓦桶型作 1)技法
について

457 I東北における古城柵僻究附
458 I東北に於ける上古の城柵遺跡
459 I東北における歴史的フロンティア
460 I東北日本海沿岸の開拓および

由利郎の創設

竹内運平

原、問良雄

高橋高雄

加藤孝

工藤雅樹

工藤雅樹

斉藤忠

佐々木和博

佐々木博康

山田安彦

毎日新聞社地方部

佐藤宗詳

平川 南

辻普之助

高橋富雄

古川雅清

平川南

服部昌之

清水制コ

石附喜三男

斉藤尚巳
沼山源喜治

文部省

工藤雅樹

進藤秋煉

池内1~j

池内儀j

山田安彦

亀田町役場

秋田考古学f:jIJ刊号

秋田郷土文化創刊号

文化27-2 

出羽路第21号

S49.12 

秋国考古学協会 I S32. 9 . 1 

|文政15年頃

秋悶考古学協会 I S30.6 .15 

文政戊策5
.24 

秋田郷土会 I S14.6. 1 

東北大学文学部 I S38.7 .20 

秋田県文化財保議 IS38.12 
協会

続日本紀研究 9-12(通巻 |続日本紀研究会 I S37.12.31 
108号)

寺内村記

新版仏教考古学講座第二巻 |雄山間 I S52.6 .30 
寺院 (石図茂作監修)

(石田茂作監修)

秋大史学15

歴史図丹

雄山間

秋聞大学歴史学研
究会

東北学院大学論集 歴史学|東北学院大学文経
地理学 4号 |法学会

国史談話会雑誌第15号

日本史研究136

日本考古学 古代史論集 |吉川弘文館

遮光器8

岩手大学教育学部研究年報
35 

岩手大学教育学部研究年報

毎日新聞社地方部

日本史研究188号 11:1本史研究会

古代の地方史第6巻奥羽嗣 |朝合計病

日本文化史n I春秋社
地方史研究の現状 I 北海
道/東北/関東編 (日本腰
史学会編)

研究紀要VJ

木簡研究nlJ刊号

史林46の2

史学33の2

古代文化14巻 2号

北奥古代文化第6号

東北読本下巻

日本の陶硯

東北考古学の諸問題

東北文化研究 1-5

*北文化研究2一 ]

日本地誌、ゼ ミナールII

亀田郷土史上巻

木簡学会

北奥古代文化研究

ji.J誌美術館

東出版$楽社

明立

他国8fT

S53.2 

S49.2.15 

S43. 3 .30 

S49.3 

S46.11 

48.10 

S49.2.12 

S49.7 

S50.10 

51. 4 

S53.4 .20 

S53. 1 .20 

S 25. 2 .20 

S44. 9 . 1 

S54. 3 .31 

54.11. 25 

38.3 

S36.2 

49.5.30 

14. 5 

S53.9 

S51.10.15 

S 4 . 1 

S 4 .4 

S 35 .10 

8 .12.10 
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461 I東北日本における律令国家の漸移地 |山田安彦
帯 。
一地域構造の推移に関する t 

歴史地理学的研究試論ー l

462 I東北の風土と歴史(風土と歴史 2)I高橋富雄

463 !東北の歴史と開発 |高幡宮雄

464 I東北の原始 ・古代と 「えぞJ I川崎利

立命館文学169

佐々木博康

伊東信雄

伊藤玄二

伊東信雄

伊東信雄

藤岡謙二郎

坂詰秀

山川出版社

山川出版社

東北民衆の歴史 日本史を|民制占
見直すために 歴史教育者
協議会東北プロ ック編

日本古代文化の燦求 城 |社会思想社

歴史公論10 I雄山間

円本峨郭全集 I

466 I東北の城棚

465 i東北の城柵 |桑原滋郎

産生のusu
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473 I東北北部における須恵器の生産

474 I東北歴史考古学の発達

古代文化16巻 3号

木学雑誌63-12

古代文化7巻4号 |古代学協会

日本歴史地漫総説古代嗣 |吉川弘文館

立正大学人文科学研究所年
報 9号

北奥の古代文化 予山久

嗣

坂詰秀一

伊東信雄 古代文化16巻4号 古代学協会

475 I土器と城郭 !伊藤鉄太郎

ナI476 I中藤娘遺跡 |秋田考古学協会

行I477 I家良時代における国連の隆昌 |古田良一 |概観日本通史上巻

478 I奈良時代陸羽連絡策の研究 ー特に |和島芳男 |史学雑誌53編 1号
平九年の雄勝征伐を中心として一

479 I ;奈良朝の戯画瓦について

480 I新野直吉先生著作目録
日本古代史関係論著

481 I新野先生著作目録について

482 I仁賀保町史前編 (原案)

483 I日本考古学史 日本歴史重要書34

484 I日本考古学上の問題点

485 I日本考古学の視点的

486 I日本国語大辞典第 1巻 (縮刷版)

487 I日本古代遺跡の研究総説

488 I日本古代史の基礎的研究作)制度編

489 I日本古代史の旅

490 I日本古代地方史制度の研究
491 I日本史小百科I神社

492 I日本史跡事典 I東国編

493 I日本史年表

494 I日本城郭史

釦
開
館

叶

第

名人大撰新

I

典

集

事
全

大

郭

名

城

人

本

本

口
u

口
u

R
U

FO
 

Q
d
Q
d
 

a
a
T
4
q
 

34 

51.11.20 

48.4.20 

52.8. 1 

52.6.15 
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36.5 

S41. 3 

S53.12 
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S43. 7 . 1 
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史

内藤政恒 |日本考古学選集25内藤政恒|築地啓館
|集 (坂詰秀一編)

鎌田幸男 1;社会科教育研究会誌第3号|秋田大学社会科教
I I育研究会

鎌田幸男 !社会科教育研究会詑.第4号 |秋田大学社会科教
I I育研究会

増村亮一 I 仁賀保町公民館

斉藤忠 I I吉川弘文館

=.::t敏之 |日本歴史159

斉藤忠

日本大辞典刊行会
編集

斉藤忠 I I吉川弘文館
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498 I日本全史 3古代日

497 I日本生活文化史 2 門脇禎

庶民生活と立族生活

藤木邦彦

S48. 9 .20 

S49. 3 .10 

S51.6.5 

S44. 2 . 1 

S49.8.10 

S36.9.1 

S44.11.10 

54.10.20 

S43.12.3 

39.10.10 

S47.1 .5 

S49.11.20 

S 52 .10.25 

S52. 1 .20 

37. 9 .10 

11.11 

18.3 . 5 

49.5.30 

東京大学出版会 I S46.9.15 

宮告白 I S50. 1 .15 

500 I日本地名大辞典 (f秋悶市J)

499 I日本地誌 3 秋岡県 ・青森県 ・岩手|日本地誌研究所
リム -*北地方総論

朝合;J}府渡辺光 ・中野琢正
山口恵一郎・式正英

qu 
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504 I日本文化地理大系16東北口 |浅香幸雄
木内信歳

児玉幸多

505 I日本民衆の厩史 I 民衆史の起点 |甘粕 健
門脇禎二

506 I日本歴史大辞典 第1巻 |河出孝維

507 I日本歴史地理ハン ドブック |藤岡謙二郎

508 Iニューガイド 8東北

509 1仁和三年条の国府移転に関する党啓|佐藤績宏 |庄内考古学第飢制l凶6

51叩oI野形遺跡 |秋凹考古学協会

---1 511 1羽白目秋田域外旦焼遺跡について |門間光夫 |秋大史学16

行
'-' I 512 I羽白目遺跡 |昭初町教育委貝会

513 I羽白目遺跡出土の布目瓦について |高橋一夫 |秋田考古学第25す

514 I羽白目遺跡調査報告 |奈良修介 |秋田考古学第25号-
富樫泰時

鍋倉勝犬

515 I八森町のむかしといま 郷土誌資料|佐々木正雄

八郎潟町史編纂委
員会

東北歴史資料館
宮城県多賀城跡調

査研究所

518 I人や竜を描くま専を発見 |小松正夫
(考古ニュース) I 

519 I平泉藤原氏と鎌倉政権 |塩谷順耳

516 I八郎潟町史

517 I発掘された古代の東北

春秋社

小学館

小学館

一省4

河出啓日・新社

大明堂

弘済出版社

S31.11.20 

S38.4.28 

S38.4.28 

S49.11.10 

S35.11. 3 

S41. 5 .27 

S50.10. 1 

庄内考古学研究会 IS54.8 .31 

秋問考古学協会 I S52.3 

秋田大学歴史学研 IS43.12.20 
ぜ¥;L:>.
YしZ三

昭和町教育委員会 IS42. 3 .31 

秋田考古学協会 I S40.5 .30 

秋回考古宇協会 I S40. 5 .30 

八良ISi~.i Dl f

八森町教育委員会 IS47. 2 . 1 
八森町教育研究会

S52.11. 3 

S54. 

考古学ジャーナlレNo.160 Iニュー ・サイエン IS54. 4 .30 
|ス社

古代の地方史第 6巻奥羽編 |朝合科病 I S53. 1 .20 

521 I深沢多市君の追憶

522 I藤里町誌

薬問茂治 |秋田考古会々誌2巻 2号

事関貞吉 |秋凹考古会々誌3巻

藤里町誌編纂委貝
L:>. 
:z:: 

520 I桧山文化

523 I伴囚長の動向 |新野直

524 I藤原保ftlJ I大家徳郎

525 I藤原保則伝における元鹿の乱 |高橋高雄

526 I平安期に於ける上三1mの形成 |菜田茂治

527 I平安初期の奥羽 |高僑崇

528 I平安前期奥羽に於ける |藤沢義美
地方豪族の成立について |

529 I平安遷都と東北経略 |関 晃

530 I辺境の長者 |石母国正

531 I辺境の長者(ー) I石母回正
一秋田県横手盆地の

歴史地理的一考察一

532 I辺境の長者向 |石母閏正
一 秋凶県;償手盆地の

霊史地理的一考察一

533 I補遺幻の由理棚をめぐって |山形尚

534 I宝亀六年紀 ，-月十三 日奏酉日条一段 |新野直吉
の解荘

535 I織の制度とその実態 高僑富雄 S46.4 

秋凹考古会 I S 4 . 5 .20 

秋凶考古会 I S10.4 .30 

藤里町教育委貝会 IS50.8 .31 

古代の地方史第 6 巻奥羽制 | 朝 ff ~'~ J;1j

平安初期の征夷と坂上回村 IJ4ut出版
麻呂 ・ | 

秋凶地方史の研究 今村教 |金沢文w
授退官記念会嗣

秋田史壇 1号 |深沢多，ti
古代の地方史第6巻奥羽嗣 |朝合持活

山卓史学研究3号

説日本文化史大系第4巻

野 9号小松かずゆ編

続日本紀研究186号

東北学院大学東北文化研究
所紀要3
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S53.1 .20 

S35. 1 

S48.6.15 

S 8 . 4 .18 

S53. 1 .20 

S24.7 

S33. 1 .25 

S48.6 .29 

S33. 1 

S33.5 

世代社 I S53.3 

続日本紀研究会 I S51. 8 . 1 
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541 I払凹棚跡号

佐久間舜 ー郎

Z山久夫

石橋勝

平山久炎

上回三平

542 I払回棚跡・最近の発掘調査成巣 |畠山憲有

543 I払回慨|祉に|期する考察 |上回三平

544 I払回棚祉の現況と械に関わる |新野直吉

E干の考察f下)1

545 I払回概枇は河辺府の遺跡 |後藤宙外

546 1払回概と雄勝城 |高橋高雄

547 I北方の王者平泉藤原氏

548 1北方の古代文化

549 I本荘市 「古雪」と由理柵社

一I550 I埋蔵文化財について
~t l 1 調査の現状とその保積対策
¥...J I 551 I増田町郷土史

552 Iまつ りと信仰

553 1 (3)幻の由理棚を求めて
由理郷から由理郡へ

554 I (4)幻の由理繍を求めて
古代の出羽駅路

板慌 i原

新野直吉

山田秀三

須藤直吉

岩手史学研究51号

史制精査報告第 3

秋凶県教育会

山手史学会

秋閏考古会々誌2巻 4号 |秋凶考古会

文部省

秋大史学25

史学雑誌42制 7.l;}

古代文化24巻 7号

秋田郷土議活

H本歴史302

秋岡県教育委貝会|教育秋凹329

鶴舞23

M41. 9 .15 

S 43.6 

S51.3.5 

S50. 1 .30 

S13.7.31 

S5.12.30 

史学会

秋出大学腔~"f:jjJf I S臼.9.30
悼;L:..
7L:Z:; 

47.7 

秋凶図，I}館協会 I S 9 . 3 .5 

宇号英:1'.版

毎日新聞社

S48.7 

S 51. 6 .10 

S49.7 

秋凶県教育委u会

本荘ili文化財保滋 IS46.12.13 
協会

S51.12.10 

増田町郷土史編纂 It'v1凶町教育委貝会
委貝会

桜井徳太郎 新人物性米社

山形尚一 |野第4号 小松かずゆ嗣 |世代社

山形尚一 |野第 5号 小松かずゆ嗣 |世代社

555 I幻の由理棚を求めて |山形尚

古四王神社と由理繍 |

556 Iみちのくの世界 一文化史的考察ー |高橋富雄

-au 
L
ι
 
土

氏

風

来
安

〈

湊
の

と

語

ち

城

物

み

淡

港

勾

r
n
o
n
u
d

p

、d
伊

h

d

p

、u

p
h
d
p
h
u
p
「
u

560 Iミニガイド文庫49秋田 ・男鹿

561 I南秋田 ・河辺両郡郷土史

高橋富雄

土崎知普

今野賢

ぐる一ぷ・みちのく

薬問茂治

野第 7号小松かずゆ編 |世代社

土崎郷土史要

562 I南秋田郡 |春日新一 !秋出県史全

563 I南秋田郡 |笠間照 |秋岡県全図

564 I南秋田郡史 |栗田茂治

565 I南秋回郡誌 第一輯 |南秋田郡教育会編

566 1南秋田郡若美町海老沢出土の |岩見誠夫 | 秋悶考古学都30~-
須忠告器に関して

567 I宮城県史 古代史 ・中世史

568 I宮城県の睦史 (県史シリーズ4) 

569 1，蛾国徳丹城 |岩手県教育委貝会

570 I陸奥 ・出羽官街財政について |平川 南

ー いわゆる 「征夫」 との

関連を中心として一

571 I陸奥出羽鋲兵考 |桜橋 i係

572 I陸奥・出羽の官街遺跡

573 1陸奥 ・出羽の軍制

574 Iものがたり 古代東北

ャー575 1矢出町史

fi 

忘史48

河北新報社

桑原滋郎 |仏教義術124号

高橋 祭 |史元15

山手史学術究8号

矢品町史編纂委貝
会
矢l込町教育委員会

角川，1~1汚

S47.8.15 

S45. 8 .31 
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前

会

南秋l沼郡教育会 I S 15. 6 .30 

秋Bl考古学協会 I S47.2 .20 

財同法人科城県史 IS32.3 .31 
刊行会

山川出版社 I S44. 9 . 1 

岩手県文化財愛池 ，S47.12 
協会

山手史学会

51. 1 

54. 5 .25 

47.11. 1 

S53.11.25 

公品町 I S54.12.25 
財団法人秋国青年 IS48.8 
会館
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S 5 . 3 .21 

S44.3.28 

S45.9.1 

矢島郷土史研究会

山形県

山川出版社

土田誠

飯塚喜市

山形県

替回目置恩
横山昭男

新野直吉

島史談

/¥橋寺内道しるべ

山形県史 資料十一編考古資料

山形県の歴史(県史シリ ーズ6) 

576 

577 

578 

579 

S50. 3 .15 山形県文化財保護

協会

山本町

羽陽文化101号山形の古代内陸駅路によせて580 

S54.2.20 山本町史編纂委
ぷh
Z三

秋田県立博物館

山本町史581 

S52.1.15 

S45. 8 .20 

S40.11.10 

秋田県立博物館

島町公民館

本荘市文化財保，11
協会

姉崎岩蔵

姉崎岩蔵

久米蔵コレクション図録

(考古図録第2集)

由利郡中世史考

由利樹跡を探る

地野582 

S34.2.28 

S53. 1 .20 

S44. 7 .16 

S50.7 

朝合啓鹿

北望社

評論社

鶴舞15

岩手史学研究30号

古代の地方史第6巻奥羽編

新野直吉

虎尾俊哉

新野直吉

虎尾俊哉

S53. 1 .20 

S54. 7 .10 

S36.12 

S52. 5 .30 

古代の地方史第6巻奥羽編

図説日本文化の歴史 3奈良

古代文化7巻 4号

古代の日本8 伊東信雄 ・
高橋富雄編

日本歴史184

虎尾俊哉

野邦雄

虎尾俊哉

虎尾俊哉

律令格式法上の奥羽

律令行政の諸相

律令古代の東北

律令国家と蝦夷
若い世代と語る日本の歴史

律令国家の奥羽経営

律令国家の生産と交易

律令制と古代東北

律令制と古代東北

583 

5倒

585 

586 

587 

588 

〔
ラ
行
〕

589 

590 

591 

592 

S38.9.1 

S54.4 

S35. 3 .31 

貝委
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版
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社

会

学

出

編

来

学
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ム

ロ
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歴

総

県

町

物

歴

本

化

凹

内

人

本

日

文

秋

会

新

日

考古編秋田県史

寺内町誌

新野且口

堤紫海

奈良修介

大塚定彬
佐々木三次郎

令制水駅の実地研究

歴史散歩陸奥への道

歴史時代

歴史的考察

593 

594 

595 

596 

秋田考古学協玄

清水件院

秋出県教育委貝会
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54. 5 .10 

34.3. 1 

S38.3.1 

37.3.1 

S30.10.10 

S24.10.15 

S42.3 

歴史読本5月号

日本歴史129

歴史教育11-3

歴史教育10-3 

秋田考古学 第2号

斉藤忠

坂詰秀ー-

斉藤忠

恨団信隆

水j盈良

秋凶県教育委貝会

歴史ニュース

歴史考古学上の新課題

歴史考古学の諸問題

史考古学の役割

炉祉に土器を伏せた新例

わが郷土秋田県

脇本埋没家屋第3次調査を概報

597 

598 

599 

600 

601 

602 

603 

〔
ワ
行
〕



柳柳光

秋元松

秋山元

秋田県

秋田県教育委員会

秋田県魁編

秋田県史蹟名勝

秋田県師範学校

秋田県女子師範学校

秋田県神社神道史編集委員会

秋田県の歴史散歩編集委員会

秋田県立博物館

秋田考古学協会

秋田魁新報社企画委

秋田魁新報社文化部

秋田市観光協会

秋田市教育委員会

ヲ|索別

251(共)

362 

名人

384 

71， 72 

65， 194， 216， 550， 603 

248 

代

秀

あ

160 然記念物調査会

409， 476， 510 

190 

200， 379 

94(対

112(共)，113(共)， 114(拘， 115(共)，116(共)，117(共)，118(共)，133 
供)， 134(対， 135(共)， 136， 137(刻，138(刻， 139(共)， 140供:)，
147，337 

94供)

務局A 
:z:，; 

93 

112(対，113(拘， 114(拘， 115(封，116(拘，117(拘，118(札 120
126(対，133(刻， 134(共)， 135(共)， 137(刻，138(共)，139(共)，140 
(共)， 150 

503(対， 504(封

秋田市文化財保護協=

秋田市役所

秋田城跡発掘調査事務所

201 

287， 304(封

234 

雄.浅香幸

朝日新聞社

足利健 先

熊

巳

平

健

蔵

264 

義 250 

505(拘

403， 583 

100(対，193， 584 

田

部

部

粕

崎

藤

!珂

阿

阿

甘

姉

安

577 

96 
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意E飯塚

五十嵐

池内
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360 
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五郎

良助

誠

381 

110， 125， 152 

451 

回

井

郷岡

附

橋 538 

530， 531， 532 

66， 156， 165， 171， 293， 327， 331， 345， 403， 418，547 
571 

男

正

源

勝

田

石

石

板 橋
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伊藤玄 三 301， 468 

伊藤郷人(鉄太郎) 80， 81， 98， 144， 174， 343， 475 

伊藤種秋 95 

伊東信雄 307，310，432，467，469，470，474 

井上隆明 188 

井上通泰 417 

今村義孝 88， 410， 415 

岩手県 212 

岩手県教育委員会 569 

岩見誠夫 208， 280， 348， 422， 566 

つ 上回 三 平 339， 540， 543 

上田正昭 274 

羽後町教育委員会 395， 396 

羽後町郷土史編纂委員会 215 

氏 家和典 229 

内田武志 364 

お
及川儀右衛門 210， 284 

大石直正 402 (共)

大川 清 153， 257 

大久保盛政 425 

-大塚定的 596(共)

1大塚史学会 356 

大塚徳郎 224， 317，321，524 

大友道恒 172 

大橋良 60， 181， 289， 398 

大山 宏 69， 143(対， 146， 154， 159(共)， 205， 206， 286 

大類 伸 104(共:)， 344(共:)， 494(刻， 496 

大和久震平 82(剣

岡部精 370 

岡田茂弘 341， 383 

岡田米夫 491 

小野 進 195 

小野正人 185， 186， 187， 363， 407 

か 改訂新屋郷土誌編纂委員会 247 

柿崎隆興 242， 243， 311 

春日新 563 

加藤 489 

加藤助吉 408 

加藤 孝 85， 132， 436 

加藤 稔 263(対

門脇禎 二 230， 497， 505(拘

狩野{恵蔵 73， 74， 163 

河北新報社 574 

口。



河北新報社編集局 222 

鎌田正苗 183， 184(共)， 423 

鎌田 幸 男 480， 481 

亀田隆之 328 

亀田町役場 460 

唐 木順 三 202 

川崎利 夫 464 

河出孝雄 506 

川西町教育委員会 252 

き 木内 信 蔵 503(共:)， 504(共)

岸 俊男 279 

喜田貞吉 211， 521 

木村主一郎 100関

木村松軒 157， 158 

協和村郷土誌編纂委員会 272 

草薙祥子 91 

工藤雅樹 249， 277， 346， 428， 437， 438， 455 

国安 寛 267(共)

ぐるーよ ・みちの〈 560 

桑原滋郎 361， 387，465， 572 

桑原公徳 304(拘

栗田茂治 161， 162， 254， 255， 350， 520， 526， 561， 564 

黒沢道形 178 

け 経済企画庁 58 

『・ 考古学部会 320 」

五城目町教育委員会 70， 209 

古代史談話会 221 

児 玉 幸多 503(対， 504(共)

後藤勝彦 382 

後藤宙外 330， 545 

子供のための郷土史研究会 87 

小林清治 421{共)

小松正 夫 59， 63， 86， 107， 108， 119， 121， 123， 151， 334， 353， 
518 

根回 信 隆 227，424，601 

今 野賢 三 97， 406， 559 

さ 斉藤 I也宇a、 64，106，111，128，129， 130， 131， 141， 148， 218， 355 
439， 483， 485， 487， 598， 600 

斉藤尚巳 453{刻

斉藤 退 412 

斉藤陽二郎 101 

ま反 田 泉 298 

坂詰秀 357， 375，472，473，599 

Q
d
 



坂本太郎 488 

佐川良悦 82(共)

佐久間舜一郎 536 

桜井清彦 374 

桜井徳太郎 551 

佐々木和博 440 

佐々木 三次郎 325， 596(共)

佐々木茂禎 394 

佐々木博康 329， 373， 441， 466 

佐々木正雄 515 

佐々木雷翁 415 

佐藤清一郎 246 

佐藤宗諒 231， 232，444 

佐藤与市 166， 167， 173， 179， 199 

佐藤禎宏 509 

し |塩谷順耳 519 

式 正英 500関

紫回常恵、 338 

紫回次雄 267(拘

清水 i間 三 451 

清水通良 602 

下中邦彦 283， 369， 496 

庄司 浩 244， 245 

上法香苗 62， 92， 145， 405 

昭和町教育委員会 511 

神紙院 261 

進藤重記 262 

進藤秋輝 456 

新潮社 274 

神 英雄 351 

新村 出 278 

す |菅江真澄翁百五十年祭実行委員会 365 

須藤直吉 弘9

住田正 28日共}

せ |関 晃 529 

関口 明 299 

た |第 9回国際宗教学宗教史会議対策神道委員会 501 

L 重 道 391 

向井悌三郎 273 

高垣保吉 239 

多賀城跡調査研究所 393(拘， 517(共)

多賀城教育委員会 386(共)

多賀城町 386(拘
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竹内通平 433 

竹内理 三 251， 368 

高橋 夫 513 

高橋 フ主Z主て主 527， 573 

高橋貞房 431 

高橋富 雄 176，207，213，220，226，290， 291， 31~ ， .WO， 435， 
447，462，463， 525， 535， 546， 556， 55i， 568 

ち 築山小学校六年四組共同研究 197 

つ 辻 普之助 446， 502 

辻永佐藤治 204 

土崎知普 558 

土田誠 576 

堤 紫海 594 

坪井清足 347， 399 

て 寺内町役場 77， 265 

と 東京社会教育研究会 270 

東北大学東北文化研究会 223 

東北電力株式会社秋田支庖 333 

東北電力株式会社 340 

東北歴史資料館 392， 393{刻， 517(拘

富樫泰時 78， 180， 397， 514(対

戸川安章 271 

戸 沢喜市 159 

鳥羽正雄 105， 344 (共1，494(拘

豊島 昂
84{刻， 122 

豊田 武 372 

豊問 563 

虎尾俊哉 99， 586， 588，日9，591， 592 

な 内藤政恒 281(拘， 332， 389， 479 

中川成夫 352 

中野尊正 500(拘

奈良環之助 164， 175 

奈良修介 67，お， 84(共l，90， 127， 240， 514(共)，595 

名取洋之助 76 

鍋倉勝 夫 514(共)

新野直吉 57， 149， 155， 191， 228， 236， 241，お8，259， 276， 
295，300，302，303，305，313， 314， 315， 31@， 317， 
322， 349， 358， 371， 380， 390， 417，419， 429，430， 
490， 523， 534， 544， 548(刻， 580，585， 587， 593 

西岡虎之助 369 

日本史蹟研究会 492 

日本大辞典刊行会編集 486 

日本地誌研究所 499 

日本電信電話公社東北電気通信局 335 
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日本歴史大辞典編集委員会 493 

ぬ 沼山源喜治 453(対

グ〉 能代市教育委員会 237， 238 

lま 畠山憲司 542 

八郎潟町史編纂委員会 516 

服部 昌 之 450 

キ本 陸朗 318 

原田良雄 434 

半田市太郎 168， 169， 170， 196 

ひ 人見焦雨 184(刻

日野 久 109， 124 

平 川 南 126(札 292，296，297，385，388，413，445，449，570

平 野邦雄 591 

平 山久 夫 540 

占、、 深沢多市 143(共)， 354 

福山敏男 61 

福田和憲 225 

藤岡 一 男 182 

藤岡謙二郎 282， 304(礼 309，324， 472， 508 

藤木邦彦 499 

藤里町誌編纂委員会 523 

藤沢義 美 529 

藤原相之助 233， 285 

古川雅清 449 

古田良 一 478 

文化財保護委員会 336 

』ま 保角里志 421 

堀 井汀 水 323 

誉回慶恩 580(共)

ま 毎日新聞社地方部 444 

増田町郷土史編纂委員会 552 

増 村 亮 一 268， 483 

み 三 浦鉄郎 342， 401 

三 上 礼 子 79 

南秋田郡教育会編 566 

宮城県史編纂委員会 568 

三 森英逸 377 

三 宅 宗議 308 

三 宅敏之 485 

三 輪嘉久 376 

む 武藤 一 郎 142， 214， 256， 428 
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村 尾 次郎 235 

事15 問良弼 294 

村越 潔 319 

も |茂 木 久 栄 219 

森 嘉兵衛 269 

文部 省 455 

門間光 夫 192. 359， 511 

や |矢島町教育委員会 575関

矢島町史編纂委員会 575(共)

山 形県 578 

山形敵 ー 533， 553， 554， 555 

山形 泰治(旭嶺) 177 

山口 恵一郎 500(拘

山田秀 三 548(拘

山田安彦 306， 421， 442， 459， 461 

山本町史編纂委員会 581 

ゆ |弓 野 正 武 I 260 

よ |横山昭男 579(拘

吉 田 東 伍 253， 411 

読売新聞社 103 

読売新聞社秋田支局編 198 

わ |和歌森太郎 366 

和 島芳 男 478 

渡辺 光 500(刻
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文献索引

あ |青森県の文化シリーズ 1原始時代 I 319 
秋田案内 I 323 

秋田郷土叢話

秋田郷土文化創刊号

秋田県案内

秋田県史 全

秋田県史 (考古編)

秋田県史蹟調査報告第一号

秋田県全図

秋田考古会々誌

秋田考古学

秋田考古学会報

秋田市案内

秋田史壇

秋田市付近の遺跡

秋田地方史の研究

秋田の城

秋田の歴史

秋田文化

い l 遺跡とその資料VI

出羽路

山手史学研究

岩手大学学芸学部紀要

岩手大学学芸学部研究年報

岩手大学教育学部研究年報

岩波講座日本歴史

う |羽城

羽陽文化

羽秋秋田寺内古城之図

お |奥羽沿革史論

か |概観日本通史上巻

亀田郷土史上巻

き |教育秋田

け

郷土文化読本

久保田豆風土記

研究紀要

原始古代社会研究W

考古~研究

285， 286， 545 

161， 164， 427 

100 

562 

595 

143 

563 

142， 205， 206， 214， 255， 264， 330， 354， 520， 521， 
541 

60， 79， 80， 91， 92， 95， 98， 122， 123， 124， 125， 127， 
144， 145， 175， 227， 255， 264， 280， 289， 343， 363， i 
398， 422， 424， 435， 513， 514， 566， 601 

150， 151， 152， 208 

157 

526 

174 

241， 525 

101 

103 

168， 169， 170 

96 

81， 166， 167， 173， 179， 199， 311，407， 418， 429 

171， 210， 284， 329， 373， 528， 537， 571， 585 

165 

327， 331， 404 

421， 441， 442 

291 

154， 195 

580 

217 

370 

477 

460 

192， 550 

194， 334 

197 

296， 297， 414， 448 

292 

180 
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考古学講座 338， 344 

考古学ジャーナル 63， 78， 120， 126， 147， 382， 397， 518 

考古風土記 86 

国史学研究 351 

国史大辞典Iあ~い 106 

国史談話会雑誌 394， 437 

古代史発掘9 399 

古代城柵官街遺跡検討会資料 101， 108， 109， 110 

古代の地方史第6巻奥羽編 322，445，519，523，527，586，589 

古代の日本8東北 419， 592 

古代文化 149， 245， 293， 321，452，468， 470， 474， 543， 591 

古代文化と地方第2巻 388 

し 史学 451 

史学雑誌 1234， 374， 375， 376， 543 

史元 225， 371， 573 

史蹟精査報告第三 540 

社会科教育研究会誌 480， 481 

社会科教育研究発表要旨集録 191 

遮光器 440 

史林 61， 232， 274， 303， 450 

秋大史学 258， 348， 359， 410， 511， 542 

庄内考古学 509 

上代歴史地理新考 416 

続日本紀研究 299， 430， 534 

新秋田叢書第3巻 178 

神道学 228 

新版考古学講座 273 

新版仏教考古学講座 432 

人文地理 304 

す 図説日本文化史大系 529 

図説日本文化地理大系 102 

図説日本文化の歴史 590 

せ 世界考古学大系 347 

そ 総合地方史大年表 415 

空からみた歴史景観 384 

た 大日本地名辞書 253 

ち 地方史研究の現状 447 

地方史マニュアル考古資料の見方 346 

地理学評論 181 

つ 土崎郷土史要 558 

土崎史談 360 
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鶴舞 186， 313， 314， 315， 316， 349， 549， 584 

て 出羽国風土略記262 262 

寺内町誌 596 

寺内村旧跡叢書 184 

寺内村記 431 

と 東北学院大学東北文化研究所紀要 535 

東北学院大学論集 歴史学 ・地理学 436 

東北考古学 132 

東北考古学の諸問題 121， 250， 361， 456 

東北史学会大会プログラム 119， 353 

東北読本下巻 454 

東北文化研究 457，458 

東北文化研究紀要 213， 298 

東北民衆の歴史 464 

東洋学術研究 277 

土木学雑誌 469 

日本考古学協会研究発表要旨 85 

日本考古学 ・古代史論集 312， 439 

日本考古学辞典 111 

日本考古学選集 479 

日本考古学の視点的 341 

日本考古学年報 64， 66， 67， 90 

日本古代国家論第 2部 530 

日本古代文化の探求城 465 

日本史研究 438， 444 

日本城郭辞典 105 

日本城郭全集 467 

日本上古史研究 99， 236 

日本地誌ゼミナール 459 

日本地質学会等連合学術大会総会討論会資料 182 

日本の考古学 310 

日本の城 104 

日本の陶硯 455 

日本仏教 317 

日本文化史 446 

日本歴史地理総説 471 

日本歴史 148， 176， 218， 226， 326， 380， 400， 484， 546 

グ〉 野 533， 553，日4，555 

A、 仏教事術 573 

文化 229， 372， 389， 429 

文化財情報 336 

ノ¥ 平安初期政治史研究 224 

po
 

つム



平安初期の征夷と坂上田村麻呂 524 

平安前期政治史序説 231 

'1 北奥古代文化 155， 260， 453 

北奥の古代文化 473 

み みちのくの歴史 391 

みちのく歴史散歩 57 

も 木簡研究 59， 449 

や 山形考古 263， 420 

矢本町史 308 

立正史学 244 

立正大学人文科学研究所年報 472 

立命館文学 230， 461 

律令財政史の研究 235 

れ 様華 163 

歴史 301， 358， 570 

歴史教育 332， 345， 352， 599， 600 

歴史公論 383， 466 

歴史残花 302 

歴史地理 211， 411 

歴史地理学 287 

歴史手帖 387， 412 

歴史読本 597 

歴史と地理 385 

歴史評論 82， 531， 532 

- 27-



秋田城跡発掘調査事務所要項

I 組織規定

/昭和37年 5月8日 教育規則第 3号1
秋田市教育委員会事務局組織規則抜粋{改正 昭和52年11月21日第11号/

第l条

4.第3条第4項に掲げる事務を分掌させるため，社会教育課に所属する機関として，秋田

城跡発帰調査事務所を置く。

第 3条

4.秋田城跡発掘調査事務所における事務分掌は，おおむね次のとおりにする。

史跡秋田城跡の発掘に関すること。

二，史跡秋田城跡の出土品の調査および研究に関すること。

II 発掘調査体制

1) 調査体制

秋田市教育委員会教育長佐藤博之 社会教育課長佐藤嘉子

秋田城跡発偲調査事務所

氏 名 職名 所 属

佐々木栄苧 所 長 秋田市教育委員会社会教育課参事(兼)

小松正夫 王 事 " 社会教育課(兼)

石郷岡誠一 " " " ( 11 ) 
日 野 久 11 可" " ( J/ ) 
西 谷 |塗 嘱j 託 J/ 11 

安田 忠市 調査補佐員

西鳥羽礼子 J/ 

柏 谷光子 調査補助員

2) 調査指導機関

宮城県多賀城跡調査研究所
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